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に
努
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

本
町
財
政
の
根
幹
を
成
す
地
方
交

付
税
が
一
時
期
の
70
％
余
り
を
下
回

る
厳
し
い
状
況
下
で
の
予
算
編
成
で

は
あ
り
ま
す
が
、
諺
こ
と
わ
ざに
あ
る
「
牛
の

歩
み
は
馬
を
も
制
す
」
の
ご
と
く
、

た
と
え
歩
み
は
遅
く
と
も
地
道
に
着

実
に
前
進
し
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
希

望
と
幸
福
感
に
つ
な
が
る
内
容
へ
と

努
力
さ
せ
て
い
た
だ
く
も
の
で
あ
り

ま
す
。

　

以
下
、
各
会
計
当
初
予
算
に
つ
い

て
申
し
上
げ
ま
す
。

  

平
成
23
年
度
予
算

　

本
年
度
は
、
統
一
地
方
選
挙
の
年

に
あ
た
る
た
め
骨
格
予
算
編
成
と
な

り
ま
す
が
、
行
政
の
継
続
性
お
よ
び

緊
急
性
な
ど
を
勘
案
し
て
、
政
策
的

経
費
の
一
部
に
つ
き
ま
し
て
は
提
案

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ま
ず
予
算
規
模
で
あ
り
ま
す
が
、

一
般
会
計
50
億
８
千
７
百
万
円
、
７

特
別
会
計
約
25
億
２
千
２
百
万
円
、

全
８
会
計
約
76
億
９
百
万
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
を
平
成
22
年
度
当
初
予
算
と

比
較
し
ま
す
と
、
一
般
会
計
は
７
・

２
％
増
、
額
に
し
て
３
億
４
千
３
百
万

円
の
増
と
な
り
ま
す
。

　

特
別
会
計
に
つ
き
ま
し
て
は
、
国
民

健
康
保
険
会
計
は
７
億
５
千
７
百
万

円
、
老
人
保
険
会
計
は
１
百
万
円
、
病

院
会
計
は
９
億
６
千
６
百
万
円
、
介

護
保
険
会
計
は
３
億
９
千
９
百
万
円
、

簡
易
水
道
会
計
で
１
億
２
千
万
円
、

下
水
道
会
計
は
２
億
１
千
９
百
万
円
、

後
期
高
齢
者
会
計
で
５
千
９
百
万
円
、

特
別
会
計
全
体
で
は
約
２
・
３
％
減
の

25
億
２
千
２
百
万
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

以
上
に
よ
り
、
全
会
計
通
算

の
当
初
予
算
額
を
、
３
・
９
％
約

２
億
８
千
２
百
万
円
の
増
と
し
、
現

年
度
予
算
と
一
体
で
執
行
さ
れ
る
繰

越
明
許
費
を
合
算
し
て
お
お
む
ね
前

年
度
同
額
程
度
と
な
る
町
内
経
済
の

活
性
化
に
配
慮
し
た
予
算
規
模
と
し

て
い
ま
す
。

  

歳
入
歳
出
概
要

　

歳
入
歳
出
の
概
要
に
つ
い
て
申
し

上
げ
ま
す
。

　

歳
入
予
算
の
う
ち
町
税
に
つ
い
て

は
、
所
管
の
項
で
も
申
し
上
げ
ま
す

が
、
前
年
度
当
初
予
算
額
対
比
２
・

８
％
増
の
７
億
２
千
万
円
を
計
上
し

ま
し
た
。

　

地
方
交
付
税
に
つ
い
て
は
、
地
方

財
政
計
画
を
参
考
と
し
て
３
・
８
％
増

の
24
億
８
千
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

　

国
・
道
支
出
金
に
つ
い
て
は
、
防

衛
省
所
管
の
障
害
防
止
対
策
事
業
（
瓜

幕
川
用
水
施
設
事
業
）
な
ど
に
よ
り
、

18
・
９
％
増
の
約
５
億
３
千
５
百
万

円
を
計
上
し
ま
し
た
。

　

基
金
か
ら
の
繰
入
金
に
つ
い
て
は
、

13
・
９
％
増
の
７
千
３
百
万
円
、
町
債

に
つ
き
ま
し
て
は
、
３
億
５
千
５
百
万

円
を
計
上
し
ま
し
た
。

　

そ
の
他
の
収
入
に
つ
い
て
は
、
近

年
の
決
算
状
況
及
び
地
方
財
政
計
画

な
ど
を
勘
案
し
て
前
年
度
比
４
・
５
％

増
の
９
億
２
千
４
百
万
円
を
計
上
し

て
い
ま
す
。

　

次
に
歳
出
予
算
で
す
が
、
経
常
経

費
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
同
様
節

減
に
努
め
、
国
の
制
度
改
正
に
よ
る

も
の
等
を
除
き
、
お
お
む
ね
前
年
度

当
初
予
算
程
度
と
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
投
資
的
経
費
に
つ
い
て
は
、
継

続
事
業
や
緊
急
性
、
必
要
性
を
勘
案

し
、
病
院
増
改
築
事
業
、
泉
町
旧
自

衛
隊
官
舎
改
修
事
業
等
を
計
上
し
て

い
ま
す
。

　

な
お
、
公
共
施
設
の
補
修
、
備
品

整
備
の
一
部
に
つ
い
て
、
国
の
補
正

予
算
を
活
用
し
、
平
成
22
年
度
繰
越

明
許
費
と
し
て
措
置
し
て
い
ま
す
。

  

財
政
状
況

　

次
に
財
政
状
況
に
つ
い
て
申
し
上

げ
ま
す
。

  

は
じ
め
に

　

平
成
23
年
第
１
回
議
会
定
例
会
が

開
催
さ
れ
る
に
あ
た
り
、
町
政
執
行

の
方
針
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
が
町
長
の
職
責
を
担
っ
て
、
３

期
12
年
目
を
終
え
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
就
任
直
後
の
平
成
11
年
は
、
小

渕
内
閣
の
２
年
目
で
あ
り
、
金
融
不

安
、
株
価
低
迷
、
経
済
不
況
の
最
中

で
あ
り
厳
し
い
船
出
で
あ
り
ま
し
た
。

　

以
来
12
年
間
、
一
時
景
気
が
斑
ま
だ
ら

模

様
に
回
復
し
た
と
い
わ
れ
る
時
期
は

あ
り
ま
し
た
も
の
の
、
日
本
経
済
は

成
長
の
歩
み
を
止
め
、
加
え
て
政
治

情
勢
は
混
沌
と
し
て
お
り
、
社
会
全

体
は
永
き
に
わ
た
り
閉
塞
感
が
漂
っ

て
い
ま
す
。

　

特
に
地
方
公
共
団
体
に
と
っ
て
は
、

三
位
一
体
改
革
と
称
し
て
の
地
方
交

付
税
の
激
減
は
、
自
主
自
立
の
意
欲

を
喪
失
さ
せ
、
数
多
の
市
町
村
が
合

併
の
道
選
択
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
こ

と
は
既
知
の
と
お
り
で
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
に
あ
っ
て
、
私
は

主
権
者
で
あ
る
町
民
と
議
会
の
ご
理

解
並
び
に
関
係
機
関
・
団
体
の
ご
協

力
を
得
て
、
補
助
機
関
た
る
職
員
と

と
も
に
、
行
財
政
改
革
を
進
め
、
健

全
財
政
の
維
持
に
留
意
し
つ
つ
地
域

経
済
の
活
性
化
と
住
民
福
祉
の
向
上

平
成
23
年
度  
町
政
執
行
方
針
　
　
　
　 

鹿
追
町
長
　
𠮷
　
田
　
弘
　
志

町
民
参
加
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

　
　
　
　
　
　
𠮷
田
町
長
、
臼
井
教
育
委
員
長
が
執
行
方
針
を
表
明

　
３
月
８
日
に
開
催
さ
れ
た
「
平
成
23
年

鹿
追
町
議
会
第
１
回
定
例
会
」
で
、
𠮷
田

弘
志
町
長
か
ら
「
町
政
執
行
方
針
」
が
、

ま
た
臼
井
あ
や
子
教
育
委
員
長
か
ら
「
教

育
行
政
執
行
方
針
」が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

町議会
第1回 定例会

町政執行方針
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８
月
か
ら
は
パ
ス
ポ
ー
ト
の
発
給
事

務
が
開
始
さ
れ
、
管
内
に
先
駆
け
て

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
が
、
今
後
も
町
の
総
合

窓
口
と
し
て
親
切
・
丁
寧
な
対
応
を

し
て
ま
い
り
ま
す
。

  

瓜
幕
支
所

　

瓜
幕
支
所
関
係
に
つ
い
て
申
し
上

げ
ま
す
。

　

瓜
幕
市
街
の
拓
殖
鉄
道
駅
舎
跡
地

は
、
現
在
、
記
念
碑
が
立
て
ら
れ
地

区
住
民
の
方
々
に
よ
っ
て
植
樹
等
が

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
駅
舎
跡
地
を
、

町
民
の
憩
い
の
広
場
と
し
て
、
ま
た
、

瓜
幕
を
訪
れ
る
観
光
客
を
迎
え
入
れ

る
玄
関
口
と
し
て
整
備
を
行
い
ま
す
。

　

ウ
リ
マ
ッ
ク
ホ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、

地
域
住
民
の
皆
さ
ま
の
拠よ

り
所
と

な
っ
て
お
り
、
自
治
活
動
や
趣
味
の

サ
ー
ク
ル
活
動
、
さ
ら
に
は
公
民
館

分
館
活
動
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
イ

ベ
ン
ト
な
ど
、
年
間
を
通
じ
て
利
用

さ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
度
に
お
い
て

も
、
町
内
外
と
の
交
流
拠
点
と
し
て

情
報
発
信
等
充
実
し
た
運
営
を
行
い

ま
す
。

　

ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
パ
ー
ク
に
つ
い
て

は
、
乗
馬
事
業
と
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
事

業
を
軸
に
町
内
外
か
ら
利
用
客
を
集

め
、
ユ
ニ
ー
ク
な
体
験
施
設
と
し
て

定
評
が
あ
り
、
う
り
ま
く
道
の
駅
と

も
連
携
し
、
訪
れ
る
観
光
客
へ
の
情

報
発
信
と
地
場
産
品
の
販
売
を
通
し
、

地
域
の
活
性
化
に
努
め
ま
す
。
ま

た
、
本
年
度
は
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の

シ
ョ
ー
ト
コ
ー
ス
を
利
用
し
や
す
く

改
修
し
、
利
用
者
の
増
加
に
努
め
ま

す
。

　

う
り
ま
く
夢
創
造
館
に
つ
い
て
は
、

開
館
後
２
年
を
経
過
し
、
木
工
を
中

心
に
保
育
所
の
幼
児
か
ら
女
性
を
含

め
各
世
代
に
利
用
さ
れ
て
お
り
、
本

年
度
も
机
、
棚
、
器
な
ど
種
類
ご
と

の
製
作
教
室
や
小
中
学
生
の
夏
・
冬

休
み
中
の
自
由
研
究
課
題
教
室
等
を

開
催
し
、
も
の
づ
く
り
の
拠
点
と
し

て
多
く
の
方
々
に
利
用
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
努
め
ま
す
。

  

農　

業

　

農
業
関
係
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま

す
。

　

昨
年
は
、
一
昨
年
に
続
き
ま
し
て
、

春
先
の
低
温
・
日
照
不
足
・
多
雨
、

ま
た
６
月
以
降
の
記
録
的
な
猛
暑
に

よ
り
農
作
物
に
大
き
な
影
響
を
受
け

た
と
こ
ろ
で
す
。

　

寒
冷
作
物
で
あ
る
畑
作
４
品
を
中

心
に
影
響
が
出
ま
し
た
が
、
酪
農
業

に
お
い
て
は
、
生
乳
出
荷
10
万
ト
ン

を
達
成
す
る
な
ど
、
農
業
者
皆
さ
ま

や
関
係
機
関
の
ご
尽
力
に
よ
っ
て
、

農
業
生
産
額
も
１
６
１
億
円
を
超
え

る
こ
と
が
で
き
、
改
め
て
敬
意
を
表

す
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
国
内
に
お
い
て

は
、
新
た
な
畑
作
補
償
制
度
と
し
て

戸
別
所
得
補
償
制
度
が
新
年
度
か
ら

開
始
さ
れ
る
予
定
で
あ
り
、
ま
た
、

国
際
的
に
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
や
口
蹄
疫
に
関

す
る
問
題
な
ど
農
業
を
取
り
巻
く
環

境
は
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
に
あ
り

ま
す
。

　

今
後
も
、
国
の
動
向
に
注
意
を
払

い
、
迅
速
な
対
応
を
図
り
ま
す
。

　

町
内
で
の
推
進
事
項
に
つ
い
て
申

し
上
げ
ま
す
。

　

新
年
度
は
、
継
続
事
業
を
中
心
に

事
業
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

　

町
営
牧
場
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

バ
ン
カ
ー
サ
イ
ロ
、
牧
柵
を
継
続
し

て
整
備
し
ま
す
。

　

ま
た
、
粗
飼
料
確
保
の
一
貫
と
し

て
、
牧
場
地
拡
大
の
た
め
、
隣
接
地

の
調
査
に
着
手
し
ま
す
。

　

農
地
基
盤
整
備
に
つ
い
て
は
、
美

蔓
地
区
国
営
か
ん
が
い
排
水
事
業
お

よ
び
中
鹿
追
地
区
国
営
農
地
再
編
事

業
を
進
め
る
と
と
も
に
、
道
営
事
業

の
実
施
お
よ
び
農
業
活
性
化
緊
急
基

盤
整
備
事
業
に
よ
り
、
東
・
中
瓜
幕

地
区
の
排
水
路
、
暗
渠き
ょ

、
区
画
整
理

　

本
町
の
財
政
状
況
を
示
す
各
種
財

政
関
係
数
値
は
、
健
全
性
を
維
持
し

て
い
ま
す
。

　

財
政
健
全
化
法
に
基
づ
く
21
年
度

の
実
質
公
債
費
比
率
は
、
前
年
度
比

で
０
・
４
％
減
の
９
・
０
％
で
あ
り
、

将
来
負
担
比
率
は
20
・
１
％
減
の
46
・

９
％
、
地
方
財
政
状
況
調
査
に
お
け

る
財
政
構
造
の
弾
力
性
を
示
す
経
常

収
支
比
率
は
１
・
６
％
減
の
73
・
７
％

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

社
会
経
済
情
勢
の
変
化
、
あ
る
い

は
国
の
動
向
等
に
留
意
し
、
迅
速
か

つ
適
確
な
対
応
に
努
め
、
健
全
な
財

政
運
営
に
努
め
ま
す
。

  

ま
ち
づ
く
り
行
政

　

次
に
、
ま
ち
づ
く
り
行
政
に
つ
い

て
申
し
上
げ
ま
す
。

　

地
方
自
治
を
取
り
巻
く
環
境
は
、

国
が
進
め
る
「
地
域
主
権
改
革
」
を

は
じ
め
、
人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化

の
進
行
、
地
球
規
模
で
の
環
境
問
題
、

情
報
通
信
の
高
度
化
な
ど
大
き
く
変

貌
し
て
き
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
平
成
23
年
度
は
、

新
し
い
時
代
に
「
活
き
て
（
経
済
の

発
展
）
生
き
る
（
福
祉
の
増
進
）
ま

ち
に
」
を
将
来
像
と
し
て
本
町
の
進

む
べ
き
方
向
性
を
示
す
、
第
６
期
鹿

追
町
総
合
計
画
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

多
様
化
す
る
町
民
ニ
ー
ズ
の
把
握
に

努
め
、
町
民
参
加
に
よ
る
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
を
よ
り
一
層
推
進
し
ま
す
。

　

町
民
と
の
情
報
共
有
に
つ
い
て
は
、

広
報
誌
、
地
域
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
制
度
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
主
要
懸
案
事
項
説

明
会
な
ど
を
今
後
も
積
極
的
に
活
用

し
、
透
明
性
が
高
く
、
簡
素
で
効
率

的
な
行
政
運
営
を
行
い
ま
す
。

　

移
住
・
定
住
政
策
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
積
み
重
ね
て
き
た
実
績
と

経
験
を
活
か
し
、
積
極
的
な
情
報
発

信
を
行
う
と
と
も
に
、
い
ず
み
野
団

地
第
４
次
分
譲
を
行
い
、
よ
り
一
層

の
定
住
促
進
等
を
進
め
ま
す
。

　

地
域
公
共
交
通
に
つ
い
て
は
、
町

内
の
公
共
交
通
機
関
の
運
行
形
態
を

見
直
し
、
効
果
的
で
効
率
的
な
運
行

形
態
を
構
築
し
利
便
性
の
向
上
を
図

り
ま
す
。

　

自
衛
隊
鹿
追
駐
屯
地
維
持
拡
充
活

動
に
つ
い
て
は
、
昨
年
12
月
に
新
た

な
防
衛
計
画
の
大
綱
が
示
さ
れ
、
今

後
の
活
動
が
重
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、

議
会
、
町
民
の
皆
さ
ま
、
警
備
地
区

の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な

が
ら
最
大
限
の
要
望
活
動
を
展
開
し

ま
す
。

　

地
域
間
交
流
に
つ
い
て
は
、
平
成

22
年
３
月
長
崎
県
鹿
町
町
の
佐
世
保

市
へ
の
編
入
合
併
に
伴
い
姉
妹
都
市

締
結
が
解
消
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
互

い
の
繁
栄
に
寄
与
す
る
た
め
の
新
た

な
友
好
自
治
体
を
検
討
し
ま
す
。

　

町
民
課
関
係
に
つ
い
て
申
し
上
げ

ま
す
。

　

町
税
に
つ
い
て
は
、
平
成
22
年
度

も
住
民
各
位
の
高
い
納
税
意
識
に
支

え
ら
れ
ま
し
て
、
収
納
率
は
道
内
市

町
村
で
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
を
維
持
し
て

い
ま
す
。

　

納
税
へ
の
理
解
を
求
め
る
た
め
、

十
勝
市
町
村
税
滞
納
整
理
機
構
の
有

効
活
用
や
、
き
め
細
か
な
納
税
相
談

を
実
施
し
ま
す
。

　

防
災
・
防
犯
・
交
通
安
全
関
係
に

つ
い
て
は
、
町
民
の
理
解
や
各
種
団

体
と
の
連
携
に
よ
り
、
安
心
の
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
鹿

追
町
地
域
防
災
計
画
に
基
づ
き
、
住

民
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な

が
ら
安
全
を
確
保
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
『
花
と
芝
生
の
ま
ち
づ
く
り
』
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
取
り
組
み
を
進
め
て
き

ま
し
た
が
、
魅
力
あ
る
鹿
追
町
を
創

出
す
る
た
め
、
今
後
も
各
種
事
業
の

実
施
を
住
民
皆
さ
ま
と
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
本
町
は
環
境
に
つ
い
て
の

基
本
的
な
き
ま
り
条
例
を
基
本
と
し

て
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
創
出
、
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
事
業
等
エ
コ
タ
ウ
ン
実
現

に
向
け
一
層
努
力
し
ま
す
。

　

戸
籍
窓
口
関
係
に
つ
い
て
は
、
昨

年
６
月
に
戸
籍
の
電
算
化
運
用
が
、
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域
共
同
作
業
所
「
も
み
じ
工
房
」
で

行
っ
て
い
る
事
業
の
見
直
し
や
、
町

民
か
ら
要
望
の
あ
り
ま
し
た
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
の
設
置
な
ど
、
障
が
い
者

や
そ
の
家
族
が
安
心
し
て
地
域
で
生

活
で
き
る
環
境
整
備
を
実
施
す
べ
く
、

議
会
の
皆
さ
ま
と
協
議
し
な
が
ら
検

討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
幼
児
期
お
よ
び
学
齢
期
の

お
子
さ
ん
を
対
象
と
し
た
療
育
に
つ

い
て
は
、
利
用
者
が
増
加
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
機
能
を
強
化
し
、
障
害

者
自
立
支
援
法
に
基
づ
い
た
「
児
童

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
」
と
し
て
実
施

す
べ
く
準
備
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、

主
に
学
齢
期
の
お
子
さ
ん
の
預
か
り

を
行
う
日
中
一
時
支
援
事
業
の
実
施

に
向
け
て
、
関
係
機
関
と
協
議
を
進

め
ま
す
。

　

児
童
福
祉
に
つ
い
て
は
、
次
代
を

担
う
子
ど
も
た
ち
が
心
身
と
も
に
健

や
か
に
育
つ
環
境
の
整
備
を
推
進
し

ま
す
。
幼
児
保
育
は
人
格
形
成
の
基

礎
と
な
る
最
も
重
要
な
時
期
で
も
あ

り
、
保
育
園
（
所
）、
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
を
中
心
と
し
て
、
保
護
者
の

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
よ
う
努
め
ま
す
。

ま
た
、
地
域
保
育
所
に
お
け
る
給
食

の
実
施
に
向
け
て
準
備
を
進
め
ま
す
。

　

幼
保
一
体
化
に
つ
い
て
は
、
国
の

「
子
ど
も
子
育
て
新
シ
ス
テ
ム
」
の
内

容
を
注
視
し
な
が
ら
本
町
の
方
針
を

定
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
事
業
、
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
に
つ
い
て
は
、
継
続
的

な
健
康
管
理
事
業
の
推
進
に
よ
り
、

医
療
費
の
抑
制
に
努
め
ま
す
。

  

商
工
観
光

　

商
工
観
光
関
係
に
つ
い
て
申
し
上

げ
ま
す
。

　

鹿
追
町
は
、
商
工
会
、
観
光
協
会

な
ど
各
方
面
と
連
携
し
、
町
の
知
名

度
ア
ッ
プ
と
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
積

極
的
に
図
り
、
道
東
道
の
開
通
や
エ

ア
・
ド
ゥ
就
航
を
追
い
風
に
、
新
た

な
人
の
動
き
を
創
出
し
、
来
訪
者
に

よ
る
経
済
効
果
で
地
域
産
業
の
幅
と

厚
み
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　

さ
ら
に
農
業
と
商
業
、
観
光
の
連

携
を
通
じ
て
、
地
域
資
源
を
磨
き
上

げ
る
な
ど
観
光
資
源
の
積
極
的
な
活

用
と
Ｐ
Ｒ
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
商
店
や
事
業
所
な
ど
の
中

小
企
業
の
安
定
を
図
る
た
め
に
、
町

融
資
制
度
の
設
備
資
金
お
よ
び
運
転

資
金
の
充
実
拡
大
を
図
る
な
ど
、
地

域
経
済
の
繁
栄
と
雇
用
の
安
定
を
推

進
し
ま
す
。

  

建
築
・
水
道

　

建
設
関
係
お
よ
び
水
道
関
係
に
つ

い
て
申
し
上
げ
ま
す
。　

　

道
路
事
業
に
つ
い
て
は
、
国
の
補

助
事
業
を
活
用
し
な
が
ら
既
存
道
路

の
改
良
、
農
道
整
備
、
歩
道
整
備
等

を
行
い
、
町
の
単
独
事
業
で
防
塵じ
ん

処

理
、
維
持
管
理
を
中
心
と
し
た
保
全

を
進
め
ま
す
。

　

車
両
公
園
係
に
つ
い
て
は
、「
花
と

芝
生
の
ま
ち
づ
く
り
」
に
沿
っ
た
、

既
存
公
園
の
維
持
管
理
、（
仮
称
）
農

芸
公
園
の
充
実
に
向
け
た
計
画
策
定

を
行
い
、
緑
化
の
推
進
も
継
続
的
に

実
施
し
ま
す
。

　

住
宅
関
係
に
つ
い
て
は
、
公
的
借

家
率
が
高
く
持
ち
家
率
が
低
い
本
町

の
現
状
を
踏
ま
え
、
持
ち
家
促
進
を

図
る
た
め
、
建
設
奨
励
制
度
の
継
続

等
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
公
的
住
宅
の
不
足
に
対
応

し
緑
町
中
央
団
地
の
新
築
、
旧
泉
町

自
衛
隊
官
舎
の
改
善
等
実
施
し
10
戸

の
新
た
な
供
給
を
行
い
ま
す
。

　

国
道
関
係
に
つ
い
て
は
、
２
７
４

号
の
鹿
追
市
街
南
北
出
入
り
口
部
分

２
カ
所
で
、
拡
幅
工
事
が
本
格
実
施

さ
れ
る
予
定
で
す
。
そ
れ
に
伴
い
、

接
続
す
る
町
道
南
８
号
線
老
健
施
設

ま
で
の
区
間
に
つ
い
て
も
同
時
に
改

良
を
進
め
ま
す
。

　

道
道
関
係
に
つ
い
て
は
、
道
道
笹

川
士
幌
線
音
更
町
か
ら
鹿
追
１
号
間

に
お
い
て
橋
梁
り
ょ
う

取
付
工
事
が
行
わ

事
業
等
々
き
め
細
か
な
基
盤
整
備
を

行
い
ま
す
。

　

農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対
策

事
業
に
つ
い
て
は
、
一
部
制
度
の
見

直
し
が
行
わ
れ
ま
す
が
、
適
確
な
対

応
に
よ
り
生
産
者
皆
さ
ま
の
支
援
を

引
き
続
き
行
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
足
腰
の
強
い
農
業
を
一

層
発
展
さ
せ
る
た
め
、
生
産
者
、
関

係
機
関
と
連
携
し
て
、
各
種
施
策
を

進
め
ま
す
。

  

農
業
委
員
会

　

農
業
委
員
会
の
所
掌
す
る
事
務
に

つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　

農
業
・
農
業
者
の
公
的
な
代
表
機

関
と
し
て
「
農
地
の
確
保
と
有
効
利

用
、
地
域
の
担
い
手
の
確
保
・
育
成
」

な
ど
の
取
り
組
み
を
、
関
係
機
関
と

一
体
と
な
っ
て
推
進
し
ま
す
。

　

農
地
の
確
保
、
有
効
利
用
に
つ
い

て
は
、
農
地
の
効
率
的
な
利
用
を
図

る
た
め
、
農
地
法
や
農
業
経
営
基
盤

強
化
促
進
法
な
ど
に
基
づ
く
農
地
の

権
利
移
動
、
利
用
調
整
を
進
め
ま
す
。

　

交
換
分
合
事
業
に
つ
い
て
は
、
農

地
を
集
約
し
、
農
作
業
の
効
率
化
を

図
る
た
め
、
美
蔓
地
区
の
継
続
を
は

じ
め
農
地
の
調
査
・
調
整
に
取
り
組

み
、
有
効
な
事
業
と
し
て
次
期
地
区

の
選
定
な
ど
、
計
画
的
に
推
進
し
ま

す
。

　

ま
た
、
農
業
や
農
地
に
関
す
る
相

談
や
、
農
業
者
の
生
活
の
安
定
と
福

祉
の
向
上
を
図
る
た
め
、
農
業
者
年

金
の
加
入
促
進
を
図
り
ま
す
。

  

保
健
福
祉

　

保
健
福
祉
関
係
に
つ
い
て
申
し
上

げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
全
国
的
に
１
０
０
歳
以

上
高
齢
者
問
題
や
孤
独
死
問
題
、
子

ど
も
の
虐
待
等
、
家
族
の
絆
や
地
域

社
会
に
お
け
る
人
間
関
係
が
薄
れ
た

こ
と
に
よ
る
社
会
問
題
が
顕
在
化
し

た
年
で
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
本
町

に
お
い
て
も
対
岸
の
火
事
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
地
域
の
皆
さ
ん
、
民
生
児

童
委
員
、
福
祉
に
携
わ
る
多
く
の
方
々

の
協
力
を
得
な
が
ら
、
地
域
で
の
助

け
合
い
や
声
掛
け
が
で
き
る
体
制
の

再
構
築
を
進
め
ま
す
。

　

高
齢
者
福
祉
・
介
護
保
険
事
業
に

つ
い
て
は
、
23
年
度
が
第
５
期
鹿
追

町
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
お
よ
び
介

護
保
険
事
業
計
画
（
平
成
24
年
度
～

26
年
度
）
の
策
定
年
に
あ
た
る
こ
と

か
ら
、
今
後
３
年
間
の
高
齢
者
福
祉

施
策
と
介
護
保
険
料
の
見
直
し
を
含

め
た
介
護
保
険
制
度
の
健
全
運
営
の

た
め
の
検
討
を
実
施
し
ま
す
。

　

保
健
事
業
に
つ
い
て
は
、
23
年
度

が
「
い
き
い
き
健
康
計
画
21
in
し
か

お
い
」
の
最
終
評
価
年
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
町
民
皆
さ
ま
の
ご
協
力
と
、

医
療
・
栄
養
等
専
門
家
の
ご
意
見
を

伺
い
な
が
ら
課
題
を
整
理
し
、
今
後

の
健
康
づ
く
り
の
指
針
と
す
べ
く
報

告
書
を
取
り
ま
と
め
、
町
内
全
戸
に

配
布
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
巡
回
型
健
康
教
室
車
（
中

型
バ
ス
）
の
積
極
的
な
活
用
を
図
り
、

「
自
分
の
健
康
は
自
分
で
守
る
」
と
い

う
健
康
へ
の
意
識
付
け
や
生
活
改
善

の
支
援
に
努
め
る
と
と
も
に
、
生
活

習
慣
病
の
早
期
発
見
や
「
特
定
健
診
」

の
受
診
率
向
上
を
図
り
ま
す
。

　

食
育
基
本
計
画
に
つ
い
て
は
、
町

内
関
係
機
関
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き

な
が
ら
、
そ
の
策
定
を
進
め
ま
す
。

　

少
子
化
お
よ
び
子
育
て
支
援
対
策

に
つ
い
て
は
、
妊
婦
一
般
健
康
診
査

の
助
成
を
は
じ
め
、
出
産
後
は
保
健

師
、
栄
養
士
に
よ
る
訪
問
指
導
を
実

施
し
、
育
児
不
安
や
孤
立
感
の
解
消

に
努
め
、
子
ど
も
を
生
み
育
て
や
す

い
環
境
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
子
宮
頸け
い

が
ん
ワ
ク
チ
ン
、

ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
お
よ
び
肺
炎
球
菌
ワ

ク
チ
ン
接
種
費
用
の
全
額
助
成
を
継

続
実
施
し
ま
す
。

　

障
が
い
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
地
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年
同
様
に
、
給
食
費
の
値
上
げ
分
を

町
費
で
補ほ
て
ん填
し
、
経
済
情
勢
が
厳
し

い
中
で
の
保
護
者
の
負
担
軽
減
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

  

社
会
教
育

　

社
会
教
育
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま

す
。

　

今
日
の
社
会
は
、
高
齢
社
会
の
進

行
・
価
値
観
や
行
動
様
式
の
変
化
な

ど
に
よ
り
、
人
間
関
係
の
希
薄
化
が

進
み
、
大
人
の
規
範
意
識
の
喪
失
や

家
庭
教
育
力
の
低
下
な
ど
を
招
き
、

大
き
な
社
会
問
題
と
し
て
解
決
が
急

務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
町
民
が
生
き
が

い
を
持
ち
充
実
し
た
生
活
を
営
む
た

め
、
生
涯
の
各
時
期
に
応
じ
た
学
習

機
会
を
提
供
し
、
そ
の
成
果
を
生
か

し
た
「
地
域
づ
く
り
」「
人
づ
く
り
」

を
進
め
て
い
く
こ
と
が
、
目
指
す
べ

き
生
涯
学
習
社
会
の
姿
で
あ
る
と
考

え
る
こ
と
か
ら
、
町
民
ホ
ー
ル
や
ピ
ュ

ア
モ
ル
ト
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
、
図
書
館
、

神
田
日
勝
記
念
美
術
館
な
ど
を
核
と

し
て
、
生
涯
を
通
し
て
学
び
続
け
る

こ
と
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
進
め

ま
す
。

　

ま
た
、
文
化
活
動
の
活
性
化
を
図

り
つ
つ
、
町
民
ホ
ー
ル
事
業
を
通
し

て
「
本
物
」
に
触
れ
る
機
会
の
充
実

に
努
め
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
つ
い
て
は
、
健

康
で
充
実
し
た
生
活
を
送
り
た
い
と

す
る
生
き
が
い
意
識
が
高
揚
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
や
健
康
温
水
プ
ー
ル
等
を
核
と

し
て
各
種
大
会
・
教
室
な
ど
を
開
催

し
、
町
民
ひ
と
り
一い
ち

ス
ポ
ー
ツ
の
推

進
と
、
体
育
連
盟
並
び
に
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

  

町
立
病
院

　

町
立
国
民
健
康
保
険
病
院
関
係
に

つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　

現
在
、
病
院
経
営
を
取
り
巻
く
環

境
は
非
常
に
厳
し
く
、
規
模
縮
小
や

一
部
休
止
に
追
い
込
ま
れ
る
病
院
も

出
て
き
て
い
ま
す
。
地
方
自
治
体
か

ら
の
補
助
金
制
度
が
あ
る
公
立
病
院

に
つ
い
て
も
、
補
助
金
の
減
額
を
余

儀
な
く
さ
れ
る
病
院
が
増
加
し
て
い

ま
す
。

　

さ
ら
に
、
本
年
度
の
改
定
で
は
、

診
療
報
酬
・
介
護
報
酬
の
同
時
改
定

が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
下
に
お
い
て
、

当
病
院
で
は
経
営
の
安
定
化
を
図
る

た
め
眼
科
・
小
児
科
・
精
神
科
・
脳

神
経
内
科
・
泌
尿
器
科
や
透
析
患
者

と
関
連
の
深
い
循
環
器
内
科
に
つ
い

て
も
、
し
っ
か
り
医
療
連
携
を
図
り
、

訪
問
診
療
・
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
を
推
進

し
、
町
内
医
療
機
関
・
施
設
と
の
協

力
体
制
の
も
と
、
町
民
一
人
ひ
と
り

の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
効
果
的
な
医

療
の
提
供
を
行
い
ま
す
。

　

併
せ
て
、
住
民
か
ら
安
心
と
信
頼

さ
れ
る
病
院
づ
く
り
の
た
め
に
、
院

長
を
先
頭
に
職
員
個
々
が
職
務
に
全

力
を
尽
く
し
ま
す
。

　

最
後
に
、
施
設
の
増
改
修
工
事
に

つ
い
て
は
２
年
目
を
迎
え
、
今
年
度

は
、
診
察
室
･
救
急
処
置
室
等
診
察

棟
の
増
築
工
事
並
び
に
、
透
析
室
・

リ
ハ
ビ
リ
室
等
北
側
１
階
の
改
修
工

事
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

  

結 

び 

に

　

以
上
、
平
成
23
年
度
町
政
執
行
方

針
に
つ
い
て
私
の
所
信
を
申
し
上
げ

ま
し
た
。

　

冒
頭
で
も
触
れ
ま
し
た
が
、
混
迷

す
る
政
治
、
停
滞
す
る
社
会
経
済
情

勢
等
々
、
暗
夜
の
航
海
と
称
し
た
い

状
況
の
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
今
定

例
会
に
提
案
し
ま
し
た
基
本
構
想
た

る
「
第
６
期
総
合
計
画
」
に
基
づ
き
、

活
き
て
生
き
る
町
づ
く
り
に
邁ま
い
し
ん進

す

る
所
存
で
す
の
で
、
議
員
各
位
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
し
て
、
町
政
執
行
方
針
と
い
た
し

ま
す
。

れ
、
本
年
開
通
の
予
定
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

河
川
事
業
に
つ
い
て
は
、
然
別
川

環
境
整
備
事
業
と
し
て
、
笹
川
橋
上

流
で
魚
道
工
事
が
継
続
し
て
行
わ
れ

る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

水
道
関
係
に
つ
い
て
は
、
鹿
追
地

区
畑
か
ん
事
業
で
建
設
し
た
瓜
幕
川

用
水
施
設
の
老
朽
化
に
伴
い
、
機
器

類
の
全
面
改
修
お
よ
び
井
戸
の
増
設

を
行
い
機
能
強
化
お
よ
び
監
視
機
能

の
充
実
を
図
り
、
安
全
で
安
心
な
水

の
安
定
供
給
に
努
め
ま
す
。

  

消　

防

　

消
防
関
係
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま

す
。

　

自
治
体
消
防
は
、
長
い
歴
史
と
関

係
者
の
ご
支
援
に
よ
り
、
地
域
社
会

に
密
着
し
た
消
防
防
災
機
関
と
し
て
、

住
民
の
安
全
･
安
心
の
確
保
に
大
き

な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
近
年
、
消
防
・
防

災
行
政
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
災
害

や
事
故
の
多
様
化
・
大
規
模
化
に
加

え
、
救
急
ニ
ー
ズ
の
高
ま
り
な
ど
時

代
と
と
も
に
変
化
し
て
お
り
、
消
防

の
責
務
は
ま
す
ま
す
大
き
な
も
の
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
住

民
の
安
全
･
安
心
と
住
み
よ
い
十
勝

圏
を
目
指
し
、
平
成
21
年
度
よ
り
十

勝
圏
複
合
事
務
組
合
に
消
防
広
域
推

進
室
が
設
け
ら
れ
、
消
防
広
域
化
に

向
け
た
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

昨
年
、
大
ま
か
な
方
向
性
が
確
認
さ

れ
、
分
野
ご
と
に
運
営
計
画
が
検
討

さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
の
協
議
の
中

で
さ
ら
に
詳
細
な
内
容
が
決
ま
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

消
防
行
政
の
最
大
の
責
務
は
、
町

民
の
生
命
･
財
産
を
守
る
こ
と
で
あ

り
、
あ
ら
ゆ
る
災
害
に
迅
速
か
つ
的

確
に
対
応
し
、
町
民
の
期
待
に
応
え

る
よ
う
、
よ
り
効
率
的
・
効
果
的
な

消
防
行
政
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

  

学
校
教
育

　

学
校
教
育
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま

す
。

　

本
年
度
よ
り
、
小
学
校
で
新
し
い

学
習
指
導
要
領
が
全
面
実
施
と
な
り
、

そ
の
趣
旨
を
子
ど
も
た
ち
の
姿
で
実

現
で
き
る
よ
う
な
確
か
な
実
践
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
本
町
に
お
き
ま

し
て
も
、
確
か
な
学
力
、
豊
か
な
心
、

健
や
か
な
体
の
調
和
の
と
れ
た
育
成

を
図
り
、
知
識
基
盤
社
会
の
時
代
を

担
う
子
ど
も
た
ち
に
「
生
き
る
力
」

を
は
ぐ
く
む
本
町
な
ら
で
は
の
教
育

を
着
実
に
推
進
し
ま
す
。

　

本
町
の
小
中
高
一
貫
教
育
は
、
文

部
科
学
省
の
研
究
開
発
学
校
の
指
定

を
受
け
、
本
年
度
で
３
期
９
年
目
を

迎
え
る
こ
と
か
ら
、
本
町
独
自
の
先

進
的
な
取
り
組
み
で
あ
る
「
カ
ナ
ダ

学
」
や
「
地
球
学
」
の
一
層
の
充
実

を
図
っ
て
い
く
と
と
も
に
、
指
定
終

了
後
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

鹿
追
高
等
学
校
の
カ
ナ
ダ
短
期
留

学
事
業
は
継
続
し
、
ふ
る
さ
と
鹿
追

に
愛
着
と
誇
り
を
も
ち
、
広
く
世
界

へ
羽
ば
た
い
て
い
く
人
材
の
育
成
に

取
り
組
み
ま
す
。

　

今
後
も
、
本
町
の
豊
か
な
自
然
や

循
環
型
社
会
の
実
現
へ
向
け
た
取
り

組
み
を
積
極
的
に
生
か
し
な
が
ら
、

学
校
と
家
庭
、
地
域
社
会
が
一
体
と

な
っ
た
学
び
の
環
境
づ
く
り
に
努
め

ま
す
。

　

ま
た
、
少
人
数
指
導
に
よ
り
、
き

め
細
か
な
学
習
と
目
の
行
き
届
い
た

教
育
現
場
を
目
指
し
、
鹿
追
小
学
校

と
鹿
追
中
学
校
に
お
い
て
、
町
単
独

で
教
諭
免
許
を
有
す
る
人
材
を
採
用

し
、
少
人
数
学
級
の
実
現
を
目
指
し

ま
す
。

　

学
校
給
食
に
つ
い
て
は
、
地
産
地

消
お
よ
び
食
育
の
一
層
の
推
進
を
図

り
、
安
全
安
心
な
学
校
給
食
を
提
供

す
る
こ
と
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
昨

町政執行方針
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は
じ
め
に

　

平
成
23
年
第
１
回
鹿
追
町
議
会
定

例
会
の
開
催
に
当
た
り
ま
し
て
、
教

育
委
員
会
所
管
行
政
の
執
行
に
関
す

る
方
針
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　

教
育
を
取
り
巻
く
社
会
状
況
が
歴

史
的
な
転
換
期
を
迎
え
て
い
る
今
日
、

厳
し
く
大
き
な
教
育
課
題
を
乗
り
越

え
、
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
夢

と
希
望
を
与
え
、
誇
り
の
も
て
る
町

づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
、
本
町
な

ら
で
は
の
特
色
あ
る
教
育
を
一
層
充

実
、
発
展
さ
せ
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
子
ど
も
た
ち
一
人
一
人

の
歩
み
を
支
え
、
健
や
か
に
は
ぐ
く

ん
で
い
く
こ
と
は
、
社
会
全
体
の
役

割
で
す
。
教
育
委
員
会
と
し
ま
し
て

も
、
町
民
の
皆
さ
ま
と
手
を
携
え
な

が
ら
、「
鹿
追
の
子
は
鹿
追
で
育
て
る
」

と
い
う
自
信
と
責
任
を
も
っ
て
、
本

町
の
教
育
行
政
に
全
力
を
尽
く
し
て

い
く
決
意
で
す
。

　

ま
た
、
町
民
一
人
一
人
が
自
分
に

合
っ
た
学
習
機
会
を
選
択
し
、
豊
か

に
学
び
、
文
化
に
親
し
み
、
ス
ポ
ー

ツ
を
楽
し
み
、
さ
ら
に
は
家
庭
、
学
校
、

地
域
が
し
っ
か
り
と
つ
な
が
り
合
っ

て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
成
果
を

生
か
す
こ
と
が
で
き
る
柔
軟
で
活
気

の
あ
る
生
涯
学
習
社
会
の
実
現
に
努

め
て
い
く
と
と
も
に
、
学
校
教
育
と

社
会
教
育
が
一
体
と
な
っ
た
学
社
融

合
の
施
策
を
進
め
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
、
教
育
委
員
会
と
し

ま
し
て
は
、

　

一
つ
に
は
、「
個
性
を
伸
ば
し
、
生

き
る
力
を
育
て
る
鹿
追
な
ら
で
は
の

学
校
教
育
の
推
進
」

　

二
つ
に
は
、「
多
様
な
学
習
機
会
の

創
出
と
生
き
が
い
を
引
き
出
す
社
会

教
育
の
推
進
」

を
大
き
な
柱
と
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

  

学
校
教
育

　

最
初
に
、
学
校
教
育
の
推
進
に
つ

い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
小
学
校
で
新
学
習
指

導
要
領
が
全
面
実
施
と
な
り
ま
す
。

指
導
内
容
、
指
導
時
数
と
も
に
大
き

く
増
え
、
授
業
の
質
を
い
か
に
高
め
、

達
成
感
や
充
実
感
を
味
わ
わ
せ
て
い

く
か
が
課
題
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
ま

で
の
学
習
指
導
要
領
か
ら
引
き
継
が

れ
た
「
生
き
る
力
」
を
は
ぐ
く
む
と

い
う
理
念
の
実
現
に
向
け
、
本
町
に

お
い
て
も
「
基
礎
的
・
基
本
的
な
知
識
・

技
能
の
習
得
」「
思
考
力
・
判
断
力
・

表
現
力
等
の
育
成
」「
学
習
意
欲
の
向

上
や
学
習
習
慣
の
確
立
」
に
取
り
組

み
、
創
意
工
夫
あ
る
教
育
活
動
の
推

進
に
努
め
ま
す
。

　

本
町
が
進
め
る
小
中
高
一
貫
教
育

は
、
豊
か
な
自
然
と
人
情
に
恵
ま
れ

た
本
町
の
特
性
を
生
か
し
て
、
小
学

校
か
ら
高
校
ま
で
の
12
年
間
の
一
貫

し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
実
現
し
て
い

平
成
23
年
度  

教
育
行
政
執
行
方
針
　
　 

教
育
委
員
長
　
臼   

井   

あ 

や 

子

教育行政執行方針

く
も
の
で
す
。
そ
し
て
、
子
ど
も
た

ち
一
人
一
人
の
個
性
や
可
能
性
を
伸

ば
す
と
と
も
に
、
確
か
な
学
力
を
培

う
な
ど
「
生
き
る
力
」
を
は
ぐ
く
み
、

ふ
る
さ
と
鹿
追
を
愛
し
、
21
世
紀
の

国
際
社
会
を
た
く
ま
し
く
生
き
る
真

の
国
際
人
の
育
成
を
目
指
し
て
い
ま

す
。

　

こ
れ
ま
で
積
み
上
げ
て
き
た
国
際

理
解
教
育
を
通
し
て
の
英
語
教
育
「
カ

ナ
ダ
学
」
の
よ
り
一
層
の
充
実
と
と

も
に
、
本
町
の
豊
か
な
自
然
や
循
環

型
社
会
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み

を
生
か
し
、
ふ
る
さ
と
教
育
を
通
し

た
環
境
教
育
「
地
球
学
」
に
つ
い
て

も
精
力
的
に
取
り
組
み
ま
す
。　

　

文
部
科
学
省
の
研
究
開
発
学
校
の

指
定
は
、
本
年
度
で
９
年
目
を
迎
え

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
９
月
16

日
に
は
、
第
３
期
指
定
の
最
終
年
次

と
し
て
小
中
高
一
貫
教
育
の
研
究
大

会
を
開
催
し
、
広
く
全
国
に
「
本
町

な
ら
で
は
の
教
育
」
を
発
信
し
て
い

く
予
定
で
す
。

　

確
か
な
学
力
の
向
上
を
目
指
す
た

め
に
は
、
教
育
課
程
の
改
善
・
充
実

を
図
り
、
基
礎
・
基
本
を
徹
底
し
て

い
く
中
で
学
力
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

そ
の
た
め
、
全
国
学
力
・
学
習
状
況

調
査
に
つ
い
て
は
引
き
続
き
取
り
組

み
、
標
準
学
力
検
査
（
Ｃ
Ｒ
Ｔ
）
に

つ
い
て
も
全
学
年
を
対
象
に
継
続
し

て
実
施
し
ま
す
。
そ
れ
ら
結
果
の
分

析
や
考
察
を
一
層
進
め
、
習
熟
度
に

応
じ
た
指
導
や
、
指
導
方
法
の
工
夫
・

改
善
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
町
単
独
で
教
諭
免
許
を
有

す
る
者
を
採
用
し
、
鹿
追
小
学
校
と

鹿
追
中
学
校
に
そ
れ
ぞ
れ
配
置
す
る

こ
と
に
よ
り
、
少
人
数
学
級
を
実
現

し
、
個
に
応
じ
た
き
め
細
か
な
指
導

体
制
を
整
備
し
ま
す
。

　

豊
か
な
心
を
は
ぐ
く
む
教
育
の
推

進
は
、
道
徳
の
時
間
を
要
と
し
て
教

育
活
動
全
体
を
通
し
て
積
極
的
に
進

め
、
生
命
を
大
切
に
す
る
心
や
、
他

人
を
や
さ
し
く
思
い
や
る
心
、
規
範

意
識
の
醸
成
や
自
立
す
る
心
の
育
成
、

さ
ら
に
は
困
難
に
立
ち
向
か
う
た
く

ま
し
い
人
間
性
の
育
成
な
ど
、
道
徳

教
育
を
充
実
さ
せ
ま
す
。

　

い
じ
め
や
不
登
校
な
ど
の
問
題
に

対
し
て
も
、
引
き
続
き
適
切
か
つ
迅

速
に
対
応
し
、
愛
情
と
信
頼
を
基
盤

と
し
た
生
徒
指
導
を
推
進
し
ま
す
。

ま
た
、
家
庭
や
地
域
、
関
係
機
関
と

の
連
携
を
強
化
し
な
が
ら
、
安
心
・

安
全
な
学
校
づ
く
り
や
健
康
の
保
持

増
進
、
体
力
の
向
上
の
取
り
組
み
に

も
努
め
ま
す
。

　

特
別
支
援
教
育
に
つ
い
て
は
、
一

人
一
人
の
能
力
や
可
能
性
を
最
大
限

に
伸
長
さ
せ
る
た
め
、
個
別
の
指
導

計
画
の
も
と
で
個
々
の
ニ
ー
ズ
に
応

じ
た
適
切
な
支
援
に
当
た
り
ま
す
。

関
係
機
関
と
積
極
的
に
連
携
を
図
り

な
が
ら
、
特
別
支
援
教
育
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
を
中
心
と
し
て
、
特
別
支

援
教
育
が
確
実
に
機
能
し
て
い
く
よ

う
町
全
体
の
組
織
体
制
や
各
学
校
の

校
内
体
制
を
一
段
と
充
実
さ
せ
ま
す
。

　

そ
の
一
環
と
し
て
、
今
年
度
は
特

別
支
援
教
育
支
援
員
を
３
名
採
用
し
、

町
内
の
特
別
支
援
学
級
の
在
籍
校
へ

と
配
置
し
ま
す
。

　

信
頼
さ
れ
る
学
校
づ
く
り
を
実
現

さ
せ
る
た
め
に
は
、
各
学
校
に
お
い

て
「
学
校
改
善
プ
ラ
ン
」
を
作
成
し
、

そ
の
具
現
化
に
向
け
て
教
職
員
が
一

致
協
力
し
て
学
校
課
題
に
取
り
組
ん

で
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
ま
た
、

学
校
評
議
員
や
学
校
支
援
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
等
と
の
連
携
、
協
力
体
制
を

確
立
し
、
教
育
活
動
の
公
開
と
教
育

情
報
の
提
供
を
通
し
、
地
域
や
保
護

者
の
思
い
や
願
い
を
受
け
止
め
、
地

域
に
開
か
れ
た
風
通
し
の
良
い
学
校

づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
、
学
校
運
営
の
状
況
に

つ
い
て
自
己
評
価
し
て
い
く
と
と
も

に
、
学
校
関
係
者
評
価
に
つ
い
て
も

適
切
に
実
施
し
、
学
校
改
善
へ
と
確

実
に
結
び
付
け
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
そ
の
結
果
を
積
極
的
に
公
表
し

て
い
く
と
と
も
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
教

育
活
動
に
つ
い
て
も
各
種
報
道
や
町

広
報
紙
等
を
通
し
て
説
明
責
任
や
結
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果
責
任
を
果
た
し
、
学
校
教
育
へ
の

更
な
る
理
解
と
協
力
を
求
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

学
校
給
食
に
つ
い
て
は
、
食
の
安

心
・
安
全
に
十
分
に
努
め
て
い
く
と

と
も
に
、
よ
り
一
層
の
食
育
や
地
産

地
消
の
推
進
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
給
食
費
に
つ
い
て
も
、
食

材
等
の
高
騰
に
よ
る
値
上
げ
分
は
、

今
年
度
も
引
き
続
き
町
費
負
担
と
し
、

保
護
者
の
負
担
軽
減
を
図
り
ま
す
。

　

鹿
追
高
校
１
年
生
を
対
象
と
し
た

カ
ナ
ダ
短
期
留
学
事
業
に
つ
い
て
は
、

実
践
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
や
国
際
感
覚
を
身
に
付
け
た
生
徒

を
育
成
し
て
い
く
と
と
も
に
、
小
中

高
一
貫
し
た
「
カ
ナ
ダ
学
」
の
集
大

成
の
場
と
し
て
生
か
し
て
い
く
こ
と

で
、
鹿
追
高
校
の
よ
り
魅
力
あ
る
学

校
づ
く
り
へ
と
つ
な
げ
て
い
く
も
の

で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
に
多
く
の
成
果

を
あ
げ
て
い
ま
す
。
今
後
も
継
続
し

て
実
施
し
ま
す
。

　

就
学
前
教
育
・
保
育
に
つ
い
て
は
、

既
存
の
幼
稚
園
と
保
育
園
・
保
育
所

と
い
う
枠
組
み
を
超
え
、
子
ど
も
た

ち
の
成
長
に
と
っ
て
最
善
と
思
わ
れ

る
教
育
・
保
育
体
制
の
確
立
の
た
め
、

今
年
度
も
継
続
し
て
調
査
・
研
究
に

当
た
り
、
幼
児
期
に
ふ
さ
わ
し
い
環

境
構
成
を
工
夫
し
、
小
学
校
教
育
と

の
円
滑
な
接
続
に
努
め
ま
す
。

　

最
後
に
、
自
然
体
験
留
学
事
業
に

つ
い
て
は
、
地
域
や
瓜
幕
小
学
校
、

瓜
幕
中
学
校
と
の
連
携
を
一
層
強
化

し
な
が
ら
推
進
し
ま
す
。
そ
し
て
、

地
域
の
す
ば
ら
し
い
教
育
資
源
を
有

効
に
活
用
し
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち

の
健
や
か
な
成
長
を
図
っ
て
い
く
と

と
も
に
、
教
育
活
動
の
充
実
や
地
域

の
活
性
化
へ
と
寄
与
し
ま
す
。

  

社
会
教
育

　

次
に
社
会
教
育
の
推
進
に
つ
い
て

申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
第
２
次
鹿
追
町
生
涯

学
習
中
期
計
画
の
４
年
目
に
な
り
ま

す
。
こ
の
３
年
間
の
具
体
的
な
取
り

組
み
の
検
証
と
評
価
に
基
づ
き
、
社

会
教
育
を
推
進
し
ま
す
。

　

教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
町
民
が

選
択
し
て
学
習
し
た
成
果
が
生
か
さ

れ
る
「
地
域
づ
く
り
」「
人
づ
く
り
」

を
進
め
て
い
く
こ
と
が
、
目
指
す
べ

き
鹿
追
町
の
生
涯
学
習
の
姿
で
あ
る

と
考
え
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
町
民
ホ
ー
ル
等
の

活
動
の
核
と
な
る
施
設
の
活
用
や
、

関
係
機
関
等
と
の
連
携
に
よ
り
、
町

民
の
主
体
性
が
発
揮
さ
れ
る
学
習
機

会
の
創
造
を
促
し
ま
す
。
そ
の
学
習

の
成
果
が
町
民
に
よ
る
実
践
と
い
う

か
た
ち
で
地
域
づ
く
り
に
還
元
さ
れ
、

さ
ら
に
新
た
な
学
習
要
求
へ
の
連
鎖

を
生
み
出
す
よ
う
な
、
学
習
と
実
践

の
循
環
が
生
ま
れ
る
よ
う
努
め
ま
す
。

　

は
じ
め
に
、
家
庭
教
育
に
つ
い
て

は
、
家
庭
は
全
て
の
教
育
の
出
発
点

で
あ
り
、
乳
幼
児
期
か
ら
の
親
子
の

愛
情
、
家
族
と
の
ふ
れ
あ
い
が
、
豊

か
な
情
操
、
他
人
に
対
す
る
思
い
や

り
や
善
悪
の
判
断
な
ど
の
社
会
的
な

マ
ナ
ー
を
身
に
つ
け
る
重
要
な
役
割

を
担
う
も
の
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
幼
児
家
庭
教
育
通
信

「
す
く
す
く
」
の
発
行
や
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
機

関
は
も
と
よ
り
、
地
域
社
会
全
体
で

家
庭
教
育
を
支
援
し
ま
す
。

　

少
年
活
動
に
つ
い
て
は
、
少
年
期

は
心
身
と
も
に
調
和
の
と
れ
た
人
間

形
成
の
基
盤
を
築
く
大
切
な
時
期
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
学
年
、
地
域
を
異

に
す
る
児
童
・
生
徒
の
交
流
を
促
進

す
る
と
と
も
に
、
子
ど
も
に
と
っ
て
、

「
協
力
す
る
こ
と
、
我
慢
す
る
こ
と
、

感
謝
す
る
こ
と
」
な
ど
の
大
切
さ
を

学
ぶ
事
業
を
、
地
域
子
ど
も
会
育
成

連
絡
協
議
会
等
と
連
携
を
図
り
、
進

め
ま
す
。

　

青
年
活
動
に
つ
い
て
は
、
青
年
の

持
つ
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
積
極
的
な
社
会

参
加
に
つ
な
が
る
よ
う
、
意
識
啓
発

を
図
る
と
と
も
に
、
ピ
ュ
ア
モ
ル
ト

教育行政執行方針

ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
を
拠
点
に
開
催
さ
れ

る
青
年
の
自
主
的
・
創
造
的
な
学
習

と
交
流
を
支
援
し
ま
す
。　

　

ま
た
、
地
域
の
担
い
手
と
し
て
資

質
向
上
の
た
め
の
研
修
機
会
と
し
て
、

青
少
年
人
材
育
成
事
業
な
ど
を
進
め

ま
す
。

　

成
人
活
動
に
つ
い
て
は
、
町
民
ホ
ー

ル
を
中
心
と
し
て
開
催
す
る
教
室
な

ど
、
心
の
豊
か
さ
を
実
感
で
き
る
事

業
の
充
実
と
、
学
習
者
自
身
が
自
主

的
に
学
習
機
会
を
創
造
し
て
い
く
た

め
の
支
援
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
女
性
活
動
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
は
じ
め
文
化
活
動
な
ど
を

通
し
て
、
ま
ち
づ
く
り
に
大
き
く
貢

献
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
女

性
団
体
の
交
流
会
や
研
修
会
、
女
性

ま
つ
り
な
ど
の
活
動
の
支
援
に
努
め

ま
す
。

　

高
齢
者
活
動
に
つ
い
て
は
、
高
齢

者
学
級
「
白
寿
大
学
」
を
引
き
続
き

開
講
し
、
生
涯
健
康
で
充
実
し
た
生

活
を
送
る
た
め
の
活
動
支
援
と
、
地

域
の
子
ど
も
た
ち
と
の
異
世
代
交
流

活
動
を
通
し
、
高
齢
者
の
方
々
が
長

年
培
っ
て
き
た
豊
富
な
知
識
や
技
能

の
伝
承
者
と
し
て
尊
敬
さ
れ
る
よ
う
、

社
会
参
加
の
機
会
の
充
実
を
図
り
ま

す
。

　

芸
術
と
文
化
に
つ
い
て
は
、
自
主

的
な
文
化
・
芸
能
活
動
が
展
開
さ
れ

て
お
り
、
町
民
文
化
祭
な
ど
は
年
々

レ
ベ
ル
が
向
上
し
、
内
容
も
豊
か
に

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
住
民
の
自
主
的
な
企
画
・

運
営
に
よ
る
写
真
展
等
が
開
催
さ
れ

る
な
ど
、
高
い
文
化
的
水
準
が
確
保

さ
れ
て
お
り
、
自
主
的
な
文
化
活
動

に
対
す
る
支
援
と
広
く
町
民
に
芸
術
・

芸
能
の
鑑
賞
機
会
を
提
供
し
ま
す
。

　

神
田
日
勝
記
念
美
術
館
に
つ
い
て

は
、
第
17
回
馬
の
絵
作
品
展
の
開
催

や
、
友
の
会
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き

な
が
ら
実
施
す
る
展
覧
会
事
業
に
よ

り
、
本
町
の
文
化
振
興
の
拠
点
施
設

と
し
て
町
民
の
利
用
を
促
す
と
と
も

に
、
観
光
資
源
と
し
て
の
美
術
館
を

全
国
に
発
信
し
ま
す
。

　

図
書
館
に
つ
い
て
は
、
読
書
が
子

ど
も
の
情
操
形
成
の
過
程
に
お
い
て

重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
絵
本
の
読

み
聞
か
せ
会
や
、
町
内
各
小
学
校
を

訪
問
し
行
う
お
話
し
キ
ャ
ラ
バ
ン
な

ど
を
引
き
続
き
実
施
す
る
と
と
も
に
、

人
づ
く
り
、
町
づ
く
り
の
機
能
を
果

た
す
「
知
の
拠
点
」
と
し
て
、
図
書

館
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

文
化
財
保
護
に
つ
い
て
は
、
町
指

定
文
化
財
の
白
蛇
姫
舞
保
存
会
へ
、

子
蛇
製
作
を
引
き
続
き
支
援
し
ま
す
。

　

ま
た
、
郷
土
資
料
保
存
館
の
オ
ー

プ
ン
に
よ
る
学
習
機
会
の
提
供
と
、

郷
土
資
料
の
整
備
、
保
存
を
図
り
ま

す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
つ
い
て
は
、
生

涯
に
わ
た
る
豊
か
な
ス
ポ
ー
ツ
ラ
イ

フ
を
送
る
こ
と
が
、
体
力
の
向
上
、

健
康
の
保
持
増
進
に
資
す
る
と
考
え

ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
町
民
の
だ
れ
も

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
体
力
や
年
齢
、
技
術
、

目
的
に
応
じ
て
、「
い
つ
で
も
、
ど
こ

で
も
、
い
つ
ま
で
も
」
ス
ポ
ー
ツ
に

親
し
む
こ
と
が
で
き
る
環
境
を
整
え

ま
す
。
ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会
や
教

室
の
開
催
支
援
や
、
安
全
に
使
用
で

き
る
施
設
の
整
備
、
体
育
連
盟
・
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
な
ど
、
組
織
の
強
化

と
支
援
に
努
め
ま
す
。

  

結 

び 

に

　

以
上
、
教
育
行
政
に
関
す
る
主
要

施
策
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、

町
民
皆
さ
ま
の
負
託
に
応
え
る
た
め
、

本
町
の
教
育
、
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
の

振
興
に
最
善
の
努
力
を
傾
注
い
た
し

た
く
、
町
理
事
者
、
町
議
会
、
町
民

各
位
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
平
成
23

年
度
の
教
育
行
政
執
行
方
針
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
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３
月
12
日
、｢

平
成
22
年
度
鹿
追
町
ス

ポ
ー
ツ
賞
等
並
び
に
青
少
年
文
化
賞
等
表

彰
式｣

（
町
教
育
委
員
会
主
催
）が
町
民
ホ
ー

ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
ス
ポ
ー
ツ
賞
関
連
で
24
、

青
少
年
文
化
賞
関
連
（
後
期
分
）
で
20
の

個
人
・
団
体
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
臼
井
あ
や
子
教
育
委
員
長
が

「
受
賞
者
の
た
ゆ
ま
ぬ
精
進
の
結
果
が
大
き

な
功
績
と
な
り
、
町
の
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化

に
大
き
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
」
と
式
辞
。

続
い
て
、
臼
井
教
育
委
員
長
、
小
林
潤
教

育
長
か
ら
受
賞
者
に
表
彰
状
が
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。

　

𠮷
田
弘
志
町
長
、
堀
川
昌
廣
町
議
会
議

長
の
来
賓
祝
辞
の
あ
と
、
ス
ポ
ー
ツ
賞
の

加
藤
咲
子
さ
ん
が
、
受
賞
者
を
代
表
し
て

｢

こ
の
名
誉
な
る
賞
は
仲
間
や
家
族
の
支
え

の
お
か
げ
で
す
。
ス
ポ
ー
ツ
は
心
と
体
の

健
康
を
も
た
ら
し
ま
す
。
今
後
も
研
さ
ん

を
重
ね
ス
ポ
ー
ツ･

文
化
の
発
展
に
努
力

し
ま
す｣
と
あ
い
さ
つ
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬

称
略
）

■ 

平
成
22
年
度
鹿
追
町
ス
ポ
ー
ツ

賞
等
受
賞
者

◇
ス
ポ
ー
ツ
賞

加　

藤　

咲　

子

　

昭
和
58
年
度
か
ら
現
在
ま
で
の
28
年
間

に
亘
り
、
ス
キ
ー
指
導
員
と
し
て
青
少
年

の
心
身
の
健
全
育
成
並
び
に
技
術
向
上
の

た
め
献
身
的
な
指
導
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
少
年
団
の
母
親
グ
ル
ー
プ
な
ど
に

対
し
て
も
技
術
向
上
の
た
め
、
昼
夜
を
問

わ
ず
指
導
し
、
本
町
の
ス
キ
ー
の
普
及
発

展
と
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
大
き
く
貢
献
さ

れ
ま
し
た
。

◇
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞

遠　

藤　

弘　

一

　

昭
和
63
年
よ
り
鹿
追
町
陸
上
競
技
協
会

の
会
員
と
な
り
、
マ
ラ
ソ
ン
大
会
・
駅
伝

競
走
の
準
備
お
よ
び
円
滑
な
運
営
な
ど
に

尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
７
年
度

よ
り
16
年
間
協
会
副
会
長
を
務
め
る
な
ど

協
会
の
発
展
と
青
少
年
の
心
身
の
健
全
育

成
並
び
に
陸
上
競
技
の
普
及
発
展
に
大
き

く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

鳴　

海　

直　

行

　

昭
和
52
年
よ
り
ス
キ
ー
協
会
理
事
、
お

よ
び
事
務
局
庶
務
並
び
に
総
務
部
長
と
し

て
町
民
ス
キ
ー
大
会
の
広
範
多
岐
に
わ
た

る
準
備
お
よ
び
円
滑
な
運
営
な
ど
に
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
ス
キ
ー
技
術
の
普

及
発
展
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

山　

本　

健　

児

　

平
成
８
年
よ
り
ス
キ
ー
協
会
理
事
、
事

務
局
員
並
び
に
事
務
局
長
と
し
て
、
町
民

ス
キ
ー
大
会
の
広
範
多
岐
に
わ
た
る
準
備

お
よ
び
円
滑
な
運
営
な
ど
に
尽
力
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
ス
キ
ー
技
術
の
普
及
発
展

に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

宮　

下　

津
葉
沙
（
鹿
追
高
３
年
）

　

第
63
回
全
道
高
校
体
育
大
会
十
勝
支
部

予
選
大
会　

女
子
１
５
０
０
Ｍ
２
位

吉　

田　
　
　

篤
（
鹿
追
高
２
年
）

　

第
52
回
全
十
勝
高
校
新
人
陸
上
競
技
大

会　

男
子
走
高
跳
１
位

岸　

田　

美
沙
樹
（
鹿
追
高
２
年
）

　

第
52
回
全
十
勝
高
校
新
人
陸
上
競
技
大

会　

女
子
走
幅
跳
２
位

笠　

井　

里　

奈
（
鹿
追
高
１
年
）

　

第
52
回
全
十
勝
高
校
新
人
陸
上
競
技
大

会　

女
子
３
０
０
０
Ｍ
２
位

熊　

谷　

明　

菜
（
鹿
追
高
１
年
）

　

第
52
回
全
十
勝
高
校
新
人
陸
上
競
技
大

会　

女
子
走
高
跳
１
位

　

第
63
回
全
道
高
校
体
育
大
会
十
勝
支
部

予
選
大
会　

女
子
七
種
競
技
２
位

◇
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
賞

緑　

川　

陽　

太
（
通
明
小
６
年
）

　

第
28
回
北
海
道
小
学
生
陸
上
競
技
大
会

　

６
年
男
子
砲
丸
投
１
位

濱　

田　

果　

穂
（
鹿
追
小
４
年
）

　

第
28
回
北
海
道
小
学
生
陸
上
競
技
大
会

　

４
年
女
子
８
０
０
Ｍ
１
位

◇
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
特
別
奨
励
賞

飯　

塚　

和　

希
（
瓜
幕
中
３
年
）

　

第
56
回
全
日
本
中
学
校
通
信
陸
上
競
技

大
会
十
勝
大
会　

３
年
男
子
１
０
０
Ｍ
２

位大　

岩　

未
奈
美
（
瓜
幕
小
５
年
）

　

第
37
回
全
十
勝
小
学
校
陸
上
競
技
大
会

　

５
年
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
１
位

◇
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞

辻　

本　

柚　

葉
（
鹿
追
中
２
年
）

　

平
成
22
年
度
全
十
勝
中
学
生
室
内
ソ
フ

ト
テ
ニ
ス
大
会　

女
子
個
人
戦
優
勝

中　

尾　

玲　

那
（
鹿
追
中
２
年
）

　

平
成
22
年
度
全
十
勝
中
学
生
室
内
ソ
フ

ト
テ
ニ
ス
大
会　

女
子
個
人
戦
優
勝

熊　

谷　

帆　

華
（
通
明
小
４
年
）

　

第
37
回
全
十
勝
小
学
校
陸
上
競
技
大
会

　

４
年
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
１
位

山　

口　

麓　

郎
（
鹿
追
小
５
年
）

　

第
28
回
北
海
道
小
学
生
陸
上
競
技
大
会

十
勝
予
選
会　

５
年
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

投
２
位

東　

原　

由　

佳
（
鹿
追
小
６
年
）

　

第
28
回
北
海
道
小
学
生
陸
上
競
技
大
会

十
勝
予
選
会　

６
年
女
子
砲
丸
投
１
位

河　

邊　

弘　

樹
（
鹿
追
小
６
年
）

　

第
37
回
全
十
勝
小
学
校
陸
上
競
技
大
会

　

６
年
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
２
位
（
大

会
新
）

森　
　
　

康
志
朗
（
鹿
追
小
６
年
）

　

第
28
回
北
海
道
小
学
生
陸
上
競
技
大
会

十
勝
予
選
会　

６
年
男
子
走
高
跳
２
位

清　

野　
　
　

綾
（
鹿
追
小
６
年
）

　

第
37
回
全
十
勝
小
学
校
陸
上
競
技
大
会

　

６
年
女
子
８
０
０
Ｍ
１
位

馬　

場　

桃　

音
（
鹿
追
小
６
年
）

　

第
37
回
全
十
勝
小
学
校
陸
上
競
技
大
会

　

６
年
女
子
走
高
跳
２
位

鹿
追
小
学
校
６
年
女
子
リ
レ
ー
チ
ー
ム（
道

見
優
花
、
馬
場
桃
音
、
國
島
綾
里
、
清
野
綾
）

　

第
37
回
全
十
勝
小
学
校
陸
上
競
技
大
会

　

６
年
女
子
４
０
０
Ｍ
リ
レ
ー
１
位

◇
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
努
力
賞

鹿
追
小
学
校
３
年
女
子
リ
レ
ー
チ
ー
ム（
武

者
実
紀
、
北
野
由
菜
、
渡
邊
葵
南
、
大
西
遥
）

　

第
37
回
全
十
勝
小
学
校
陸
上
競
技
大
会

　

３
年
女
子
４
０
０
Ｍ
リ
レ
ー
２
位

■ 

平
成
22
年
度（
後
期
分
）
鹿
追

町
青
少
年
文
化
賞
等
受
賞
者

◇
青
少
年
文
化
奨
励
賞

岩　

本　

凌　

馬
（
鹿
追
小
２
年
）

　

帯
広
珠
算
競
技
大
会　

フ
ラ
ッ
シ
ュ
暗

算
・
読
上
暗
算
競
技
小
学
3
年
生
以
下
の

部
優
勝

戸　

草　

奈　

々
（
笹
川
小
３
年
）

　

平
成
22
年
度
十
勝
子
ど
も
大
会　

版
画 

3
年
生
の
部
特
選

　

第
15
回
全
十
勝
小
中
学
生
新
聞
ス
ク

ラ
ッ
プ
コ
ン
ク
ー
ル　

３
年
生
の
部
最
優

秀
賞

川　

口　

里　

音
（
笹
川
小
４
年
）

　

平
成
22
年
度
十
勝
子
ど
も
大
会　

版
画 

４
年
生
の
部
特
選

真　

野　

悠　

生
（
笹
川
小
５
年
）

　

平
成
22
年
度
十
勝
子
ど
も
大
会　

版
画 

５
年
生
の
部
特
選

畑　
　
　

美　

雪
（
通
明
小
５
年
）

　

平
成
22
年
度
十
勝
子
ど
も
大
会　

絵
画 

５
年
生
の
部
特
選

村　

山　

大　

河
（
笹
川
小
６
年
）

　

第
15
回
全
十
勝
小
中
学
生
新
聞
ス
ク

ラ
ッ
プ
コ
ン
ク
ー
ル　

６
年
生
の
部
最
優

秀
賞

笹
川
小
学
校
１
年
生

　

第
15
回
全
十
勝
小
学
校
か
べ
新
聞
コ
ン

ク
ー
ル　

１
年
生
の
部
最
優
秀
賞

笹
川
小
学
校
２
年
生

　

第
15
回
全
十
勝
小
学
校
か
べ
新
聞
コ
ン

ク
ー
ル　

２
年
生
の
部
最
優
秀
賞

笹
川
小
学
校
３
・
４
年
生

　

第
15
回
全
十
勝
小
学
校
か
べ
新
聞
コ
ン

ク
ー
ル　

３
年
生
の
部
最
優
秀
賞

松　

井　

大　

和
（
鹿
追
中
１
年
）

　

全
十
勝
小
中
学
生
新
聞
ス
ク
ラ
ッ
プ
コ

ン
ク
ー
ル　

最
優
秀
賞

　

平
成
22
年
度
十
勝
子
ど
も
大
会　

絵
画

１
年
生
の
部
特
選

稲　

葉　

有　

咲
（
鹿
追
中
２
年
）

　

平
成
22
年
度
十
勝
子
ど
も
大
会　

英
語

暗
唱
２
年
生
の
部
最
優
秀
賞

光　

田　

夏　

実
（
瓜
幕
中
３
年
）

　

平
成
22
年
度
十
勝
子
ど
も
大
会　

デ
ザ

イ
ン
３
年
生
の
部
特
選

森　

谷　
　
　

恵
（
鹿
追
中
３
年
）

　

帯
広
十
勝
創
意
工
夫
作
品
展　

発
明
工

夫
の
部
十
勝
中
学
校
文
化
連
盟
会
長
賞（
特

別
賞
）

　

平
成
22
年
度
十
勝
子
ど
も
大
会　

英
語

暗
唱
３
年
生
の
部
最
優
秀
賞

鹿
追
中
学
校
３
年
生
（
安
部
暉
恵
他
４
人
）

　

帯
広
十
勝
創
意
工
夫
作
品
展　

発
明
工

夫
の
部
帯
広
発
明
工
夫
教
育
研
究
会
長
賞

（
特
別
賞
）

郡　

谷　

ま　

ゆ
（
鹿
追
高
２
年
）

　

帯
広
地
区
管
楽
器
個
人
コ
ン
ク
ー
ル　

高
等
学
校
の
部
木
管
部
門
金
賞

渡　

部　

綾　

菜
（
鹿
追
高
２
年
）

　

第
25
回
北
方
領
土
を
考
え
る
高
校
生
弁

論
大
会　

優
良
賞

鹿
追
高
等
学
校
演
劇
同
好
会
（
西
内
辰
大

他
６
人
）

　

北
海
道
高
等
学
校
文
化
連
盟
十
勝
支
部

第
60
回
演
劇
発
表
大
会　

最
優
秀
賞

◇
青
少
年
文
化
褒
賞

坪　

内　

み
ど
り
（
通
明
小
６
年
）

　

平
成
22
年
度
十
勝
子
ど
も
大
会　

絵
画

６
年
生
の
部
特
選

樋　

口　

太　

一
（
笹
川
小
６
年
）

　

平
成
22
年
度
十
勝
子
ど
も
大
会　

版
画

６
年
生
の
部 

特
選

髙　

野　

ま
ど
か
（
鹿
追
高
３
年
）

　

全
道
珠
算
競
技
大
会　

読
上
算
競
技
高

校
生
の
部
２
位

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
の
功
績
を
た
た
え
て

平
成
22
年
度
鹿
追
町
ス
ポ
ー
ツ
賞
等
並
び
に
青
少
年
文
化
賞
等
表
彰
式

（
右
）
加
藤
咲
子
さ
ん
に
ス

ポ
ー
ツ
賞

（
上
）
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
の
輝

か
し
い
功
績
を
表
彰
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▼
全
国
の
人
口
は

　
　

１
億
２
８
０
５
万
６
千
人

　

北
海
道
の
人
口
は

　
　

５
５
０
万
７
４
５
６
人

　

十
勝
管
内
の
人
口
は

　
　

34
万
８
４
２
３
人

　

全
国
の
人
口
が
１
億
２
８
０
５
万
６
千
人

と
調
査
開
始
以
来
最
低
の
人
口
増
加
率
０
・

２
％
を
記
録
し
た
今
回
の
国
勢
調
査
で
、
北

海
道
の
総
人
口
は
５
５
０
万
７
千
４
５
６
人

で
前
回
の
国
勢
調
査
に
比
べ
、
12
万
２
８
１

人
減
少
（
減
少
率
２
・
１
％
）
し
ま
し
た
。

　

十
勝
管
内
で
は
全
19
市
町
村
中
４
町
村
で

人
口
が
増
加
し
た
も
の
の
、
総
人
口
は

34
万
８
千
４
２
３
人
で
、
５
千
７
２
３
人
減

少
（
減
少
率
１
・
６
％
）
と
前
回
の
国
勢
調

査
に
続
き
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

▼
十
勝
管
内
町
村
の
状
況

　
　
　
　
　

か
ら
み
る
鹿
追
町

　

帯
広
市
近
隣
３
町
（
音
更
町
、
芽
室
町
、

幕
別
町
）
を
除
く
管
内
15
町
村
の
人
口
減
少

率
は
６
・
２
％
で
し
た
。

　

鹿
追
町
の
人
口
減
少
率
は
３
・
０
％
と
人

口
は
減
少
し
て
い
る
も
の
の
、
帯
広
市
近
隣

３
町
を
除
く
管
内
町
村
と
比
較
す
る
と
減
少

率
は
低
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

▼
鹿
追
町
の
人
口
は

　
　
　
　
　

５
，
７
０
２
人

　

鹿
追
町
の
人
口
は
昭
和
40
年
に
行
わ
れ
た

国
勢
調
査
以
来
、毎
回
減
少
し
て
い
ま
す
が
、

昭
和
55
年
の
国
勢
調
査
以
降
は
毎
回
０
～

４
％
の
緩
や
か
な
減
少
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
17
年
の
国
勢
調
査
に
比
べ
１
７
４
人

減
（
減
少
率
３
・
０
％
）
と
な
り
ま
し
た
。

▼
鹿
追
町
の
世
帯
数
は

　
　
　
　
　

２
，
２
７
０
世
帯

　

鹿
追
町
の
世
帯
数
は
、
平
成
７
年
の
国
勢

調
査
以
来
増
加
し
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
、
鹿
追
町
の
世
帯
数
は
平
成
17
年
の

国
勢
調
査
に
比
べ
54
世
帯
増
（
増
加
率
２
・

４
％
）
と
な
り
、
引
き
続
き
増
加
と
な
り
ま

し
た
。

　

国
勢
調
査
は
、
日
本
の
人
口
、
世
帯
、

就
業
者
か
ら
み
た
産
業
構
造
な
ど
の

状
況
を
地
域
別
に
明
ら
か
に
す
る
た

め
に
行
わ
れ
る
も
の
で
、
国
の
最
も

重
要
な
統
計
調
査
で
す
。
日
本
の
未

来
を
考
え
る
た
め
に
欠
く
こ
と
の
で

き
な
い
重
要
な
調
査
で
す
。

　

調
査
結
果
は
、
高
齢
者
の
介
護
・

医
療
、
若
者
の
雇
用
対
策
、
児
童
福
祉
、

地
域
の
活
性
化
な
ど
、
私
た
ち
の
暮

ら
し
の
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
役
立
て

ら
れ
る
基
礎
デ
ー
タ
に
な
り
ま
す
。

２
０
１
０
年
（
平
成
22
年
）

　
　
　
　
　
　

国
勢
調
査
速
報

　
昨
年
10
月
１
日
に
皆
さ
ん
に
ご
協
力
い
た
だ

き
実
施
さ
れ
ま
し
た
平
成
22
年
国
勢
調
査
（
大

正
９
年
以
来
19
回
目
）
の
人
口
速
報
集
計
結
果

が
総
務
省
統
計
局
よ
り
公
表
さ
れ
ま
し
た
の
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
な
お
、
こ
こ
に
公
表
す
る
数
値
は
調
査
書
類

と
し
て
市
町
村
か
ら
提
出
さ
れ
た
要
計
表
を
基

に
し
た
数
値
で
あ
り
、
今
年
10
月
ま
で
に
公
表

さ
れ
る
調
査
票
を
直
接
集
計
し
て
得
ら
れ
る
確

定
数
と
は
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※�

要
計
表
と
は
、
調
査
員
が
調
査
の
際
に
把
握
し

た
担
当
地
域
内
の
人
口
お
よ
び
世
帯
数
を
、
市

町
村
が
取
り
ま
と
め
た
一
覧
表
で
す
。

よ
り
良
い
ま
ち
づ
く
り

　
　

の
た
め
の
国
勢
調
査

企画財政課 企画係（☎ 66-4032）

５，７０２人
次代に引き継ぐ数字

速　報

注・平成17年度の数値は、平成22年10月１日現在の市町村の境域に組み替えています。
　・世帯数の増減については、北海道総合政策部地域行政局統計課公表値を使用しています。

平成22年国勢調査速報集計　市町村別結果表

図１　鹿追町人口の推移

図２　鹿追町世帯数の推移
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定
住
促
進
住
宅
建
設
奨
励
制
度

■
対
象
者

　

鹿
追
町
に
住
所
を
有
す
る
方
ま

た
は
、
町
外
か
ら
の
定
住
希
望
者

で
町
内
に
居
住
す
る
た
め
の
住
宅

を
新
た
に
新
築
す
る
方
、
及
び
介

護
保
険
法
若
し
く
は
障
害
者
自
立

支
援
法
に
規
定
す
る
住
宅
改
修
を

行
う
方
。

■
助
成
内
容

○ 

住
宅
の
建
設
に
係
る
主
た
る
施

工
者
が
町
内
業
者
等
の
場
合

　

建
設
面
積
１
㎡
当
た
り
１
万
円

を
商
品
券
で
助
成
し
、
１
０
０
万

円
を
限
度
と
し
ま
す
。
た
だ
し
、

産
業
後
継
者
ま
た
は
産
業
実
習
生

用
住
宅
の
場
合
は
、
１
住
宅
に
つ

き
１
０
０
万
円
と
し
ま
す
。

○ 

住
宅
の
建
設
に
係
る
主
た
る
施

工
者
が
町
外
業
者
等
の
場
合

　

建
設
面
積
１
㎡
当
た
り
１
万
円

を
商
品
券
で
助
成
し
、
50
万
円
を

限
度
と
し
ま
す
。
た
だ
し
、
産

業
後
継
者
ま
た
は
産
業
実
習
生
用

住
宅
の
場
合
は
、
１
住
宅
に
つ
き

50
万
円
と
し
ま
す
。

○
住
宅
改
修
の
場
合

　

住
宅
改
修
に
要
し
た
費
用
の
額

の
９
割
に
相
当
す
る
額
か
ら
介
護

保
険
法
及
び
障
害
者
自
立
支
援
法

に
よ
り
支
給
さ
れ
た
住
宅
改
修
費

の
支
給
相
当
額
を
差
引
い
た
額
と

し
、
32
万
円
を
限
度
に
商
品
券
で

助
成
し
ま
す
。

■
助
成
対
象

○
新
築
の
場
合

　

延
床
面
積
50
㎡
以
上
、
建
築
費

用
５
０
０
万
円
以
上
の
新
築
住
宅
。

※�

改
築
（
建
て
替
え
）
は
対
象
に
な

り
ま
せ
ん
。

※�

産
業
後
継
者
・
産
業
実
習
生
用
に

建
設
す
る
場
合
は
、
延
床
面
積
30

㎡
以
上
、
建
築
費
用
３
０
０
万
円

以
上
の
新
築
が
対
象
。

○
増
築
の
場
合

　

増
築
延
床
面
積
10
㎡
以
上
、
増

築
費
用
１
０
０
万
円
以
上
で
既
存

住
宅
の
延
床
面
積
を
増
加
さ
せ
る

場
合
。

※�

増
築
の
対
象
は
、
高
齢
者
（
65
歳

以
上
）、
障
害
者
（
１
～
３
級
）、
産

業
後
継
者
、
産
業
実
習
生
の
居
住

の
用
に
供
す
る
場
合
の
み
で
す
。

○
住
宅
改
修
の
場
合

　

介
護
保
険
法
ま
た
は
障
害
者
自

立
支
援
法
に
規
定
さ
れ
る
住
宅
改

修
で
、
改
修
費
用
が
同
法
に
基
づ

き
支
給
さ
れ
る
住
宅
改
修
費
の
支

給
限
度
額
（
18
万
円
）
を
超
え
る

場
合
。

■ 

有
効
期
限
（
１
年
間
延
長
）

　

平
成
24
年
３
月
31
日
ま
で

 

賃
貸
住
宅
建
設
促
進
制
度

■
対
象
者

　

鹿
追
町
内
に
賃
貸
住
宅
（
一
団

の
土
地
に
建
設
さ
れ
る
４
戸
以
上

の
住
宅
で
賃
借
人
が
賃
貸
人
と
の

契
約
に
基
づ
い
て
入
居
す
る
住

宅
）
を
建
設
す
る
方
。

■
助
成
内
容

　

建
設
面
積
１
㎡
当
た
り
１
万
円

を
商
品
券
で
助
成
し
、
３
０
０
万

円
を
限
度
と
し
ま
す
。

■
助
成
対
象

　

賃
貸
住
宅
の
各
戸
が
一
つ
の
世

帯
と
し
て
独
立
し
て
家
庭
生
活
を

営
む
こ
と
が
で
き
、
各
戸
の
延
床

面
積
が
30
㎡
以
上
の
組
立
式
仮
設

住
宅
以
外
の
賃
貸
住
宅
で
新
築
に

限
る
。

■ 

有
効
期
限
（
１
年
間
延
長
）

　

平
成
24
年
３
月
31
日
ま
で

 

指
定
・
交
付
な
ど
の
申
請

　

助
成
を
受
け
る
た
め
に
は
、
所

定
の
申
請
書
を
事
前
に
提
出
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
左
記
窓

口
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

申
請
は
、
審
査
を
経
て
指
定
・

交
付
の
可
否
決
定
を
行
い
ま
す
。

 

担
当
・
問
い
合
わ
せ
先

  

企
画
財
政
課 

企
画
係

　

��

☎ ��

０
１
５
６（
66
）４
０
３
２

　

��

� �

０
１
５
６（
66
）１
０
２
０

　

���

Ｅ
メ
ー
ル　

seisaku@
tow
n.��

shikaoi.hokkaido.jp

『
定
住
促
進
住
宅
建
設
奨
励
制
度
』
お
よ
び

『
賃
貸
住
宅
建
設
促
進
制
度
』
の

　
　
　
　
　
　
　
有
効
期
限
延
長 

の
お
知
ら
せ

　

鹿
追
町
で
は
現
在
、
町
の
活
性
化
を
目
指
し
、
住
み
た
く
な
る
よ
う
な
魅
力
あ

る
地
域
づ
く
り
と
定
住
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
平
成
23
年
３
月
31
日
を
期

限
と
し
て
、「
個
人
住
宅
」
と
「
賃
貸
住
宅
」
を
建
設
す
る
方
、
お
よ
び
介
護
保
険

法
も
し
く
は
障
害
者
自
立
支
援
法
に
規
定
さ
れ
る「
住
宅
改
修
」を
行
う
方
に
対
し
、

町
内
で
使
用
で
き
る
商
品
券
を
交
付
す
る
助
成
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
鹿
追
に
住
み
た
い
と
思
う
方
を
応
援
す
る
た
め
、
制
度
の
期
限
を
平
成

24
年
３
月
31
日
ま
で
１
年
間
延
長
い
た
し
ま
す
。

省エネで「環境に優しいまちづくり」を
〜 鹿追町地域省エネルギービジョンを策定しました 〜

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　町民課 住民生活係　☎ 66-4031

現在の環境問題における最重要課題は『エネルギー問
題』と『地球温暖化問題』であり、これは私たちの生活
に直接関わってくる問題です。
　本町でも平成 20 年度には、「鹿追町地域新エネルギー
ビジョン」を策定し、二酸化炭素の削減目標を定め、バ
イオガスプラントを利用したエネルギー活用や太陽光発
電の推進など数々の取り組みを展開しています。

今回、新たに「鹿追町地域省エネルギービジョン」を
策定しました。このビジョンはエネルギー利用の面から
これからのまちづくりの方向性について検討し、省エネ
ルギーの促進の指針となるものです。『環境にやさしいまちづくり』を目指すため、各種の施策を推
進します。

■省エネルギーの目標

　ＣＯ２排出量　年間 4,800 ｔ
　原油換算量で　年間 1,900 kℓ　を削減することとします。

■家庭や職場でできる省エネを
　今月号の広報にあわせ、今回策定した省エネルギービジョンの概要版

と、「省エネ実践！�マグネットシート」を全戸配布いたします。

このマグネットシートには簡単にできる省エネのヒントを掲載してい

ます。私たちの身の回りでできる、ちょっとした心がけが「省エネ」「CO2

削減」につながります。「省エネ＆省マネー」で地球にもお財布にも優し

い省エネを始めてみませんか？



2021 town’s topics   

町の話題      town’s  topics 

town’s topics   

３  

月

２  

月

19/土

20/日
21/月
23/水

24/木

27/日

１/火
２/水

４/金

５/土

６/日
８/火

12/土

13/日

15/火

16/水

□人形劇団「パセリ座」公演��□アート・
キッズ・クラブ�□鹿追小学校スクール
バンドミニコンサート
□第37回鹿追町民スキー大会
□中鹿追作品展示会
□主要懸案事項地区説明会（北・南瓜幕）�
□鹿追交通少年団入団式・退団式
□平成23年度予算報道発表�□鹿追町
地域省エネルギービジョン答申
□第25回瓜幕地域芸能発表会

□第58回鹿追高等学校卒業証書授与式
□第21回鹿追町老人クラブ連合会屋内
ゲートボール大会�□議会全員協議会
□北海道ＬＰガス災害対策協議会との
災害協定書締結式
□平成22年度鹿追町スケート協会年間
優秀選手等表彰式
□鹿追町文化連盟創立50周年記念式典
□「新世紀の顔・貌・KAO」展（〜 21日）�
□平成23年度第１回鹿追町議会定例会
□平成22年度鹿追町スポーツ賞等並び
に青少年文化賞等表彰式
□そよ風コーラス創立40周年記念第17
回サロンコンサート
□第64回瓜幕中学校卒業証書授与式�
□第64回鹿追中学校卒業証書授与式
□議会全員協議会�□平成23年第１回
鹿追町議会定例会一般質問

　「平成23年主要懸案事項地区説明会」が２月１
日から中鹿追地区から開始され、同 23 日まで町
内13会場で行われました。
　𠮷田弘志町長が地域に赴き、町政にかかわる課
題などを住民の皆さんと語り合う目的で毎年開
催。初日の中鹿追地区は完成したばかりの環境保
全センター研修棟に 27 人が集まりました。𠮷田
町長ほか町職員がまちづくり状況を説明したあ
と、農業・観光・経済・環境保全などさまざまな
な分野にわたって意見交換が行われました。

地域の皆さんと明日の鹿追を考える
主要懸案事項地区説明会top

ics

　3月6日、鹿追町文化連盟の「創立50周年記念
式典」が町民ホールで開催されました。
　同連盟は昭和 35 年に７つの文化団体によって
設立され、町の文化発展の中心となって活動。現
在は 26 団体が所属しています。式典では、高野
薫理事長が「急激な社会変化と経済重視の中、人
間味が失われつつある。先人の活動に感謝し、こ
れからの活動の指針を感じ取る一日としたい」と
式辞。続いて、歴代理事長や団体代表など 19 人
の功労者が表彰されました。

鹿追町文化連盟50周年記念式典
先人の活動に感謝し功労者を表彰top

ics

　3月13日、そよ風コーラス（宮澤榮子会長、会
員 18 人）の創立 40 周年を記念する「第 17 回サ
ロンコンサート」が町民ホールで開催されました。
　６年ぶりとなる同コンサートには約200人の観
客が来場。長年大切に歌い続けてきた「やなぎ」「ウ
ラルのグミの木」のほか「春のメドレー」など素
晴らしいハーモニーを披露しました。宮澤会長は

「これまで活動できたのは皆さんのご支援のおか
げ。温かいお言葉に感謝します」と感謝を述べ、
𠮷田弘志町長も祝いの言葉を贈りました。

40年の歴史をハーモニーに乗せて
そよ風コーラスが創立40周年top

ics

　３月２日、「第21回鹿追町老人クラブ連合会屋
内ゲートボール大会」（町老人クラブ連合会主催）
が介護予防センターで行われました。
　平成３年に「さわやか交流館」（現：介護予防
センター）が開館されてから毎年実施。開館に対
する感謝と運動不足解消などの目的で行われてい
ます。武藤昇会長が「日ごろの練習の成果を発揮
していただきたい」とあいさつ。試合には、６チー
ム 60 人が参加し、各ゲートや相手のボールに狙
いを定めながらの熱戦が繰り広げられました。

　３月14日、鹿追町商工会女性部（鈴木朝子部長）
が、新入学児童と園児らに交通安全の願いを込め
た「愛の鈴」を寄贈しました。
　昭和51年より寄贈を続けており、今年は31回
目。愛の鈴は、商工会女性部員の手作りで、黄色
い毛糸をベルの形に編み、中には鈴が入っていま
す。今年は180個を作製。鈴木部長と窪田千博副
部長が役場を訪れ、𠮷田弘志町長に手渡しました。
愛の鈴は、町内５つの小学校のほか幼稚園、保育
園（所）に届けられます。

開館に対する感謝と運動不足解消
町老連屋内ゲートボール大会

新入学児童らの交通安全を願い
町商工会女性部 愛の鈴寄贈 top

ics
top

ics

　３月４日、「北海道エルピーガス災害対策協議
会十勝支部鹿追分会（森住松夫分会長）と鹿追町
における防災協定締結式」が役場応接室で行われ
ました。
　同分会は、町の区域内に火災等が発生または発
生する恐れがある場合の応急・復旧活動の支援な
どついて、防災協定を町と締結。締結式には、森
住分会長らが出席し、協定書を交わしました。𠮷
田弘志町長は「災害に対する備えを強固にするこ
とができた」と感謝の言葉を述べました。

災害時の備え 一層強固に
北海道ＬＰガス協会と協定締結top

ics
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松　里　　充 さん  （緑町２）

そよ風コーラス 指導者

合唱は一人が目立ってはいけない。
「心の和」が一番大切なことなのです。

−�60−

　
「
そ
よ
風
コ
ー
ラ
ス
」
の
「
創
立
40
周
年

記
念
第
17
回
サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
」
が
３
月

13
日
、
町
民
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
。

　

会
場
い
っ
ぱ
い
の
観
客
が
ケ
ー
キ
や
飲
み

物
を
味
わ
い
な
が
ら
、
素
晴
ら
し
い
ハ
ー
モ

ニ
ー
に
酔
い
し
れ
た
。

　
「
う
ち
の
メ
ン
バ
ー
は
本
番
に
強
い
ん
だ

よ
。
練
習
が
お
ろ
そ
か
に
な
る
か
ら
、
メ
ン

バ
ー
に
は
言
わ
な
い
け
ど
ね
」

　

30
年
間
、
そ
よ
風
コ
ー
ラ
ス
で
指
導
を

行
っ
て
い
る
松
里
充
さ
ん
は
ほ
ほ
笑
む
。

　

そ
よ
風
コ
ー
ラ
ス
は
、
昭
和
44
年
「
鹿
追

小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
研
修
部
合
唱
サ
ー
ク
ル
」
と

し
て
発
足
。
文
化
祭
な
ど
町
内
イ
ベ
ン
ト
に

参
加
す
る
ほ
か
町
内
外
に
発
表
の
場
を
広

げ
、
せ
せ
ら
ぎ
合
唱
団
や
旭
川
混
声
合
唱
団

と
の
共
演
、
十
勝
管
内
合
唱
祭
、
高
齢
者
福

祉
施
設
、
長
崎
県
鹿
町
町
で
の
演
奏
な
ど
、
文

化
の
使
節
団
と
し
て
鹿
追
町
の
名
を
広
め
た
。

　

遠
軽
町
出
身
の
松
里
さ
ん
は
、
小
学
5
年

生
で
合
唱
ク
ラ
ブ
に
所
属
。
コ
ー
ラ
ス
と
出

会
っ
て
、
そ
の
魅
力
に
心
引
か
れ
た
。

　
「
父
が
尺
八
を
た
し
な
ん
で
い
た
の
と
、

家
に
は
絶
え
ず
童
謡
、
唱
歌
、
ク
ラ
シ
ッ
ク

が
流
れ
、
特
に
母
親
が
歌
う
童
謡
の
影
響
が

大
き
か
っ
た
と
思
い
ま
す
よ
」

　

６
男
１
女
の
４
番
目
。
兄
弟
も
皆
、
バ
イ

オ
リ
ン
、
ピ
ア
ノ
、
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
な
ど
の

楽
器
を
演
奏
。
音
楽
の
道
に
進
ん
だ
。

　

中
学
卒
業
後
、
旭
川
市
の
漆
う
る
し

工
芸
職
人
と

し
て
働
く
傍
ら
、
公
民
館
合
唱
サ
ー
ク
ル
に

所
属
。
20
歳
の
時
、
10
人
の
仲
間
と
共
に
旭

川
混
声
合
唱
団
を
設
立
し
た
。

　

埼
玉
県
川
口
市
へ
転
勤
し
て
も
、
合
唱
へ

の
志
は
捨
て
な
か
っ
た
。

　
「
東
京
で
自
分
の
合
唱
レ
ベ
ル
が
通
用
す

る
か
確
か
め
た
か
っ
た
。
向
上
の
チ
ャ
ン
ス

と
し
て
生
か
そ
う
と
思
い
ま
し
た
」

　

川
口
市
民
合
唱
団
で
指
導
し
な
が
ら
、
大

久
保
合
唱
団
に
も
所
属
。
こ
こ
で
出
会
っ
た

の
が
、
の
ち
に
全
日
本
合
唱
連
盟
顧
問
と
な

る
指
揮
者
の
故
・
辻
正
行
氏
だ
っ
た
。

　

堂
々
と
し
た
歌
声
に
辻
氏
は
訪
ね
た
。「
ど

こ
の
大
学
で
勉
強
さ
れ
た
の
で
す
か
？
」　

松
里
さ
ん
が
独
学
で
合
唱
理
論
や
技
術
を
習

得
し
た
こ
と
を
知
り
、
驚
い
た
と
い
う
。

　

松
里
さ
ん
は
、
昭
和
41
年
に
兄
の
仕
事
を

手
伝
う
た
め
に
鹿
追
町
へ
。
淑
子
さ
ん
と
結

婚
し
、
同
50
年
に
町
職
員
と
な
り
、
平
成
10

年
の
退
職
ま
で
、
社
会
教
育
や
施
設
の
維
持

管
理
な
ど
を
務
め
た
。

　
「
合
唱
は
私
に
と
っ
て
人
生
そ
の
も
の
で

す
。
作
品
の
背
景
に
あ
る
国
や
歴
史
、
物
の

考
え
方
、
何
よ
り
も
人
と
の
出
会
い
。
音
楽

を
通
じ
て
人
生
が
深
ま
り
ま
し
た
」

　

辻
氏
と
の
友
情
は
、
平
成
12
年
の
第
６
回

蕪
墾
祭
で
の
公
演
を
実
現
さ
せ
た
。
辻
氏
が

二
つ
返
事
で
自
身
の
主
宰
す
る
２
つ
の
合
唱

団
と
共
に
鹿
追
を
訪
れ
た
の
だ
。

　
「
合
唱
は
一
人
が
目
立
っ
て
は
い
け
な
い
。

歌
声
や
身
振
り
も
周
り
と
調
和
し
な
い
と
だ

め
。“
心
の
和
”
が
大
切
な
の
で
す
」

　

合
唱
は
自
己
主
張
す
る
こ
と
で
は
な
い
と

強
調
す
る
。

　
「
み
ん
な
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
な
ら
、
ま

だ
ま
だ
頑
張
り
た
い
。
歌
う
楽
し
み
も
伝
え

た
い
し
、
楽
し
む
た
め
の
苦
労
も
財
産
の
一

つ
だ
と
思
い
ま
す
」
と
、
笑
っ
た
。
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気
を
つ
け
て
！ 
悪
質
商
法

 

気
を
つ
け
て
！ 
悪
質
商
法

　
　
　
　
　
　
　
４
月
の 

消
費
生
活
相
談
員 

相
談
日 

４
月
の
「
消
費
生
活
相
談
員
に
よ
る
来
町
相
談
日
」
は
次
の
と
お
り
で
す
。

皆
さ
ん
か
ら
の
相
談
は
秘
密
を
厳
守
し
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

●
相
談
日 

： 

４
月
８
日
（
金
）
午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分　
　

●
会　

場 

： 

ト
リ
ム
セ
ン
タ
ー

●
相
談
員 

： 

上
村 

正
子
（
か
み
む
ら 

ま
さ
こ
）
帯
広
市
在
住

・高額な契約をしてしまった、契約したい。
・�身に覚えのない請求がきたけれど、どうし
たらいいの？
・�セールスマンがしつこくて、契約してし
まった。解約したい。

◎�右記以外の日でも、相談は受け付けています。何かありま
したら、下記の電話番号までご連絡ください。
・道立消費生活センター　☎050-7505-0999
　（月曜日〜金曜日　9:00 〜 16:30）
・日本司法支援センター　☎0570-078374
　（月曜日〜金曜日　9:00 〜 21:00）（土曜日　9:00 〜 17:00）
・北海道財務局多重債務者相談窓口　☎011-807-5144・5145
　（月曜日〜金曜日　9:00 〜 17:00）
・役場商工観光課　☎0156-66-4034
　（月曜日〜金曜日　8:30 〜 17:15）

  

連
鎖
被
害

　「
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
９
・
０
」

　
こ
れ
を
聞
い
た
だ
け
で
も
耳
を
疑
い
た
く
な
る

よ
う
な
東
日
本
大
震
災
。

　
連
鎖
的
に
起
き
た
大
津
波
は
日
本
列
島
を
暗
黒

の
世
界
へ
と
突
き
落
と
し
た
と
い
っ
て
も
過
言
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
そ
し
て
、
こ
れ
に
よ
る
連
鎖
被
害
は
、
多
く
の

人
々
の
生
命
、
財
産
を
奪
っ
た
ば
か
り
か
、
心
配

し
て
い
た
原
子
力
発
電
所
事
故
へ
と
発
展
し
、
関

東
一
円
に
計
画
停
電
と
い
っ
た
予
想
を
は
る
か
に

超
え
た
事
態
へ
と
発
展
し
て
い
ま
す
。

　
私
は
、
こ
の
た
び
の
国
内
観
測
史
上
最
大
と
い

わ
れ
て
い
る
震
災
に
よ
っ
て
、
尊
い
命
を
失
っ
た

多
く
の
方
々
に
衷
心
か
ら
哀
悼
の
意
を
表
す
る
と

と
も
に
、
先
進
国
と
い
わ
れ
る
日
本
に
あ
っ
て
も
、

自
然
の
力
を
前
に
し
て
、
な
す
術す
べ

が
な
い
に
等
し

い
こ
と
に
や
り
き
れ
な
い
思
い
で
い
っ
ぱ
い
で

す
。
そ
し
て
今
、「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋
連
携
協
定
）

問
題
」
を
重
ね
て
考
え
て
い
ま
す
。

　
な
ぜ
な
ら
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
は
、
単
に
農
業
問
題

と
い
っ
た
単
純
な
問
題
で
は
な
く
、「
日
本
の
食

糧
を
ど
う
守
る
の
か
」
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
。

　
過
日
、
あ
る
新
聞
に
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
堤
末

果
氏
が
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が

連
鎖
的
に
起
き
て
く
る
。
無
秩
序
な
国
際
競
争
は
、

予
想
を
超
え
た
現
象
に
結
び
付
い
て
い
く
こ
と
に

な
る
」
と
提
言
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
今
日
の
異
常
気
象
は
、
世
界
に
食
糧
不
足
を
生

み
、「
お
金
で
何
と
か
な
る
」
と
い
う
思
想
は
も
は

や
通
じ
な
い
ば
か
り
か
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
は
農
業
だ

け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
連
鎖
し
て
起
こ
り
う
る
関
連

企
業
・
人
へ
の
影
響
は
計
り
知
れ
な
く
大
き
い
だ

け
に
、
対
応
を
誤
ら
な

い
こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま

せ
ん
。
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鹿
追
町
長

〜 どんな相談ができるの？ 〜
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「いきいき健康計画21 inしかおい」
策定から10年！

健康へのメッセージ

　「いきいき健康計画21 inしかおい」策定から10年が経ちました！
　今年は、最終評価のための調査を実施します。皆さまのご協力をお願いします。

☆��平成22年10月に１回目を接種した方
は３月が３回目の接種となります。　
忘れずに受けましょう。

☆��平成23年４月から新規に接種を希望さ
れる方はワクチン製造の関係で７月以
降の接種となります。　　　　　　　
大変ご迷惑をおかけしますが、ご理解
ご協力をお願いいたします。

巡回健康バス一般公開日程の変更について
　巡回健康バス一般公開の日程が、４月は14日（木）に変更になります。どうぞご利用ください。

　（利用をご希望の方は、トリムセンター事務所に声を掛けてください）

 忘れていませんか？ 子宮頸
け い

がん予防ワクチン！

　子宮頸がんは、年間15,000人がかかり、3,500人が亡くなる重大な病気です。
　鹿追町では、正しい知識を身に付けて感染予防をできることを目的として、平成22年10月より小
学５年生から高校３年生までの女子を対象に予防接種の費用を全額助成し、若い世代の女性が安心し
て妊娠や出産を迎えられるよう支援しています。

 ポリオワクチン予防接種のお知らせ

日　　時：　５月24日（火）、９月27日（火）　受付  午後１時〜午後２時
場　　所：　トリムセンター
対 象 者：　 鹿追町に在住する、生後３月に達した時から生後90月（７歳６月）に至るまでの間にあ

る乳幼児
料　　金：　無料（母子手帳をご持参ください）
そ の 他：　① 予約は不要です。当日トリムセンターに直接お越しください。
　　　　　　②  ワクチンはごく少量をスポイトで口に含ませます。下痢やおう吐しているお子さんは

接種することができません。
　　　　　　③  接種当日１カ月以内にＢＣＧ・ＭＲ（麻しん・風しん混合）ワクチンなどの予防接種

を受けている方、インフルエンザなどのウィルス性の病気にかかったお子さんは安全
性や効果を考慮し４週間以上経過しなければ接種できません。

 いきいき健診が始まります

日　　時：　６月８日（水）・９日（木）　午前6時30分〜
場　　所：　鹿追町トリムセンター
対 象 者：　30歳以上
検診項目：　基本健診（30 〜 39歳、75歳以上）
         　　　特定健診（40 〜 74歳）
　　　　　　胃がん・肺がん・大腸がん（30歳以上）
　　　　　　前立腺がん（50歳以上の男性）
　　　　　　Ｃ型肝炎（30歳以上）

※�詳細は、広報しかおい５月号の折り込みチラシをご覧ください。

☆お知らせ☆   母子手帳発行の際には 事前に電話予約をお願いします
　トリムセンターでは随時母子手帳の発行を行っていますが、保健師が不在になったり、
健診などですぐに対応できず、お待ちいただく場合があります。
　事前に、トリムセンター（☎0156-66-1311）までお電話ください。

〜  計画策定の経緯  〜
　鹿追町は、平成５年度からの１人当たりの老人医療費が十勝管内でも上位
を示しており、がん・高血圧・心臓病・脳梗塞など生活習慣病の医療費・件
数の伸びがみられました。生活習慣の多様化・疾病の複雑化により、これま
での保健事業では予防が困難であることから、原因の究明と総合的な支援の
展開が必要となり、平成13年に10年間の健康計画を作成しました。

対　策　10本の柱ごとの目標値に向け、さまざまな事業を実施してきました。
　①�歯の健康　②�栄養・食生活　③�身体活動・運動　④�休養・こころの健康
　⑤�循環器疾患　⑥�がん　⑦�たばこ　⑧�アルコール　⑨�糖尿病　⑩�認知症

●目標値の抜粋　20〜 60歳代男性の肥満者（％）

●目標値の抜粋　20歳以上の野菜の摂取量（g）

　20 〜 60歳代男性の肥満者の割合は減少
してきていますが、右グラフの年代別では
40歳代男性は平成13年度は20％、18年
度は51.9％と最も急増していました。
　また、野菜の摂取量は増加していますが
全国値よりも少なく、目標の300ｇには届
かない状況でした。今年度の調査結果が待
たれます。

■ 調査にご協力ください
　この10年間、上記の10本の柱を中心に、町民皆さまのご協力により目標達成に向け各事業を実施
してきました。平成15年度と18年度には中間調査を行い、町民の健康状態を把握、現状に合った対
策を検討し見直しを行い、現在に至っています。
　今回、これまでの成果を確認するため、皆さまに各調査のご協力をお願いすることになりました。
　調査は、対象となった方に事前（３月末ごろから４月中旬）に文書でお知らせしますので、ご協力
をよろしくお願いいたします。

　 Ｈ13 Ｈ15 Ｈ18 Ｈ22目標

鹿追町 232.9 218.0 259.7 300

全　国 292.0 ― 267.0 350以上

　 Ｈ13 Ｈ15 Ｈ18 Ｈ22目標

鹿追町 36.1 49.2 34.1 30.0以下

全　国 24.3 ― 29.0 15.0以下
（ 

％ 

）

目標の300gにはまだ達していません。

男性の肥満者の割合は40歳代で増えています！
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国民年金
インフォメーション

Information

町民課 戸籍年金窓口係

年金の種別変更手続きを
お忘れなく！

○ 国民年金の加入の仕方（種別）は３つに区分されています。

○ 就職・転職・退職・結婚など生活の変化に合わせて届け出が必要です。
　ご本人や配偶者の就職・転職・退職や結婚などにより国民年金の加入の種別が変わることがあり、
そのたび種別変更等の届け出が必要になります。
　届け出を忘れると、将来受ける年金が減額されたり、病気やケガで障害が残ったときの障害年金、
死亡した場合の遺族年金などを受け取ることができなくなることがあります。
　その都度忘れずに手続きを行いましょう。

　国民年金は、日本にお住まいの 20 歳から 60 歳になるまで、すべての方が加入する制度です。

こんなとき 被保険者の種別 届け出先

20 歳になったとき 未加入�→�第１号
未加入�→�第３号

役　場（年金機構から届いた取得届が必要です）
配偶者の勤務先

会社を退職したとき 第２号�→�第１号 役　場
（離職日が確認できるものと、年金手帳を持参ください）

結婚や退職で配偶者（第２号被
保険者）の扶養となったとき

第１号�→�第３号
第２号�→�第３号

配偶者の勤務先

配偶者の扶養からはずれたとき 第３号�→�第１号 役　場
（扶養からはずれた日が確認できるものと、年金手帳を持参ください）

配偶者が会社を退職したとき 第３号�→�第１号 役　場
（離職日が確認できるものと、年金手帳を持参ください）

配偶者が会社を変わったとき 第３号�→�第３号 配偶者の新しい勤務先

第１号被保険者 第２号被保険者 第３号被保険者

自営業や学生、自由業、無職の方
など

厚生年金や共済年金に加入してい
る方
（会社員や公務員など）

第２号被保険者に扶養されている
配偶者
（収入が一定額を超えない方）

■ 問い合わせ先
　詳しくは、帯広年金事務所（☎0155-25-8113）または��役場町民課戸籍年金窓口係（☎66-4031� �内
線177・178）まで�お尋ねください。

平成23年度の国民年金保険料は　月額１５，０２０円です。
　国民年金保険料は、お支払いの方法によってお得な割引があります。
　　　○平成 23 年４月分〜翌年３月分までの一年度分について
　　　　　現金で毎月納付した場合　　�１８０，２４０円�が
　　　　　現金で１年度分を前納すると�１７７，０４０円�で��３，２００円 のお得！
　※上記の１年度分の前納のほか、６カ月前納などもあります。

お気軽にご相談ください

鹿追町トリムセンター内

地域包括支援センター

早川 由樹子
☎ 66-1311   � 66-1818

高齢者の方が元気でいられるためのお手伝いをします

高齢者専用住宅紹介
　平成 22 年 10 月に高齢者専用住宅南棟、住宅とつながっている自立生活支援センターが完成しました。
また、今年の２月には東棟も完成し、８世帯の方が既に入居しています。

〜  管理人から  〜
　管理人から、半年たっての様子をお伺いしました。
　新しい部屋に入られて、朝から掃除をしてイキイキと
過ごされたり、散歩するようになったなど、元気になら
れた方もいらっしゃるようです。
　また、入居されている方からも「風邪をひかないよう
に」などの温かい気遣いもあり、「こちらが元気をもらっ
ている」とのことです。毎日、入居者の方の元気な顔を
見ると安心できるとお話されていました。
　これから、入居者同士のつながりを持てるよう、お茶
会や誕生会などもしていきたいと考えているそうです。

〜 入居されている方の声 〜

・�暖かくて快適です。お風呂も温かく、
ゆっくり入れます。
・�管理人さんもきてくれ、ご近所さんも
いるので安心です。
・�これから病院とつながれば、外に出な
くても通院できるので転ぶ心配がな
いので安心。
・雪かきの心配もありません。

センター棟、南棟、東棟は通
路でつながっており、今後、
病院ともつながる予定です。

単身世帯用の住宅です。電動
ベッドなども備え付けられて
います。

センター棟では、入居者の方
が談話できるスペースや簡単
な調理も行えます。エアロバ
イクもあり、運動もできます。

夫婦世帯用の住宅です。居間
以外にも洋室がもう一部屋あ
ります。

オール電化のため、火の心配
もなく安心です。

トイレや浴室には段差がなく、手すりなども設置されています。
管理人につながる緊急ボタンがあります。
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鹿追町青少年人材育成研修者の募集

　鹿追町では人材育成のための研修事業を行っ

ています。研修に意欲のある方はぜひご利用く

ださい。

■期　間　平成23年５月〜平成24年３月まで

に実施される研修

■助　成　１研修につき総費用の 50％以内の

助成。最高限度額は１個人15万円（１団体20

万円）。なお、予算の範囲内とします。

■資　格　高校生以上 40 歳以下の町内在住２

年以上の方で、積極的に町内活動を行っている

町民。ただし、職場研修は除きます。

■内　容　研修先は国内外を問いません。

■申込み　４月 20 日（水）までに、所定の様

式に必要事項を記入して提出してください。用

紙はピュアモルトクラブハウスにあります。

■問合せ　詳しくは、ピュアモルトクラブハウ

ス（教育委員会 社会教育課 社会教育係　☎69- 

7122）まで。

教育委員会 社会教育課 社会教育係（☎ 69-7122）

募　　集

　町では平成22年４月から平成23年３月まで

の間に機能回復訓練施設および福祉施設などに

児童が入所または通所している場合、児童の通

所にかかる交通費、入所（入寮）児童に対する

保護者の面会に要する交通費並びに精神障害者

の社会復帰のための施設への通所にかかる交通

費の一部を補助する制度を設けています。

　申請の期限が４月までとなっていますので、

制度の詳細や助成を希望される方は、福祉課福

祉町民相談係（☎66-1311）までお問い合わせ

ください。

福祉課 福祉町民相談係（☎ 66-1311）

   平成22年度鹿追町心身障害児等通所費
   補助制度について

お知らせ

　 鹿追消防署に「熱画像直視装置」が
　 配備されました

　熱画像直視装置とは、赤外線を利用して物体
の表面温度の違いを画像化する装置です。人間
の視覚では視認することができない場合に効果
を発揮します。
　建物火災時の室内は、濃い煙が充満して視界
はゼロに近い状況ですが、この装置の使用によ
り、逃げ遅れ者の検索や人命救助に高い効果が
あります。また、壁の内部など、視認できない
残り火の発見にも活用でき、夜間などの暗所に
ついても機能を発揮することができるので、行
方不明者の捜索にも効果が期待できます。

鹿追消防署 警防係（☎ 66-2201）

お知らせ

　花と芝生の町づくり推進協議会オリジナル培
養土の引き渡しを下記のとおり行います。事前
に申し込まれた方への販売になりますのでご了
承ください。同日、道の駅しかおいを会場にパ
ンジー・ビオラを格安で販売します。
■日時　４月28・29日  午前９時〜午後３時
■場所　役場南側駐車場
■価格　培養土１袋200円

　ご家庭で寄せ植えを楽しんでいる皆さん。今
年は、いつもより少し大きめの作品に挑戦しま
せんか？
　毎年市街地区に設置している「中型ワイン
樽
たる

」と「円形樽」をお貸しします。あなたの作
品でたくさんのお客さまをお迎えし、道行く
方々に憩いの空間を提供してください。
■募集対象　鹿追町民ならどなたでも。
■貸出条件　プランターの設置は、通りに面す
る場所にお願いします。
■募集締切　４月28日（木）
■募 集 数　【ワイン樽】鹿追市街18個、瓜幕
市街３個　【円形樽】鹿追市街10個
■樽の大きさ　ワイン樽90㌢×60㌢、円形樽60㌢
■植栽用花苗　応募者にご用意いただきます。花
木の種類は問いません。
■植栽用黒土　ご用意します。
■管　　理　応募いただいた方は、作品の「水
やり」「草取り」「花がら摘み」などの管理をお
願いします。
■搬　　入　プランターは、５月中旬にご指定
の場所に搬入します。
■回　　収　10月上旬を予定
■申込み先　北海道フラワーマスター鹿追地区連
絡協議会　事務局：役場町民課花係  ☎66-4031

　農繁時期に保護者の皆さんをサポートするた

め、子育て支援センターでは、お子さんをお預

かりします。

　なお、保護者のリフレッシュを目的とした利

用はできません。

■対　象　１歳半〜就学前のお子さん

■日　時　【４月】24日（日）・29日（金）  【５月】

１日（日）・３日（火）・４日（水）・５日（木）  【９月】

４日（日）・11日（日）・18日（日）・19日（月）・

23日（金）・25日（日）  【10月】２日（日）・10

日（月）

　※いずれも、午前９時〜午後５時

■料　金　１時間 300円

■場　所　子育て支援センター（東町２丁目５）

■申込み　希望日の１週間前までに、子育て支

援センターにお申し込みください。なお、緊急

の場合はご相談ください。

町民課 花係（☎ 66-4031）

町民課 花係（☎ 66-4031）

子育て支援センター（☎･ � 66-2239）

　  「オリジナル培養土の引き渡し」と
　  「パンジービオラの販売」について

　　  お貸しします！
　　  寄せ植え用の大型プランター

休日一時保育について

お知らせ

お知らせ

お知らせ

平成23年度鹿追町「01農業塾」塾生募集

　21 世紀の新たな農業に向かって、次世代を

担う町内の農業青年（女性）たちに誇りと自信

を持った農業後継者になってもらうために「01

農業塾」を開設いたします。

　01 農業塾は「一般塾」「移動塾」「人間塾」

のカリキュラムで構成され、農業専門知識だけ

でなく経営者として経済や社会的側面から農業

を学ぶなど幅広く展開していくものです。

■募集期間　平成23年５月６日（金）まで

■問 合 せ　農業振興課産業後継者係（ピュア

モルトクラブハウス内  ☎69-7122）

農業振興課 産業後継者係（☎ 69-7122)

募　　集

↑�暗所で人影を確認
操作状況�→

　これまで、登記事項証明書や印鑑証明書など
を請求する場合に「登記印紙」によって手数料
を納付していただいておりましたが、平成 23
年４月から「収入印紙」で納付していただくこ
ととなりました。なお、お手持ちの「登記印紙」
は４月以降も使用できます。
　なお当初、平成 23 年３月末日をもって、釧
路地方法務局管内の支局・出張所内での印紙売
りさばきを終了することとなっていましたが、
４月以降も引き続き印紙の販売を継続すること
となりましたのでお知らせいたします。
■問合せ
　詳しくは、釧路地方法務局帯広支局（☎
0155-24-5823）にお問い合わせください。

釧路地方法務局帯広支局（☎ 0155-24-5823）

〜�法務局からのお知らせ�〜
「登記印紙」が平成23年４月から廃止になります

お知らせ
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ＰＣ３Ｒ 検　索

　パソコンの回収・申し込みの受付は自治体で行っておりません。

　ＰＣリサイクルマークの付いたパソコンは、新たな
料金負担なしでメーカーが回収・再資源化します。マー
クのついていないパソコンは、回収資源化料金を負担
いただきます。

　詳細は、一般社団法人パソコン３Ｒ推進協会（URL:http://www.
pc3r.jp/）をご覧ください。

パソコンを買い替えた…。
でも古いパソコンの廃棄はどうすればいいの？

町民課�住民生活係
☎�66-4031

Vol.�42
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●対象機器
デスクトップパソコン本体、ノートブックパソコン、CRTディス
プレイ、CRTディスプレイ一体型パソコン、液晶ディスプレイ、
液晶ディスプレイ一体型パソコン

ＰＣ３Ｒ 検　索

●担当者からひとこと　�「引っ越しなどのゴミの自己搬入」　
引っ越しなどで出たまとまったゴミを自己搬入する場合は、
　【埋立ごみ】鹿追町一般廃棄物最終処分場（上幌内 30-1）　火〜土曜 13:00 〜 17:00
　【資源ごみ】ひまわりセンター（元町 4-10）　月〜金曜 9:00 〜 17:30
となっています。詳しくは、先月配布の「ゴミの分け方・出し方」をご確認ください。

４ 月 のカレンダー

■全校参観日（瓜幕小学校13:35）

■参観日（鹿追幼稚園9:00）■「馬と人とのかか

わり〜馬の博物館所蔵作品展」（神田日勝記念美

術館）〜 5/29

■移動図書館巡回（鹿追幼稚園ばら組9:55､ 鹿追

小学校全学年10:25､ 上幌内保育所12:15､ 上幌内

小学校12:50）■地域公開参観日（笹川小学校

13:20）■全道春の火災予防運動 〜 30日

■移動図書館巡回（瓜幕保育所10:00､ 瓜幕小学

校10:20､ 笹川保育所10:55､ 鹿追中学校13:10）

■シルバー体操教室（トリムセンター 10:00）

■あそびサークル合同オリエンテーション（子育

て支援センター 10:00）■ウォーキング教室（ト

リムセンター 10:00）■移動図書館巡回（鹿追幼

稚園すみれ組9:55､ 笹川小学校13:20､ 瓜幕中学

校14:45､ 瓜幕団地15:10､ 瓜幕支所15:30）

■「神田日勝北の大地から ･ 馬と歩んだ画業」（横

浜･馬の博物展）〜 6/5

■休日一時保育（子育て支援センター 9:00）

■移動図書館巡回（通明小学校10:10､ 通明保育

所10:35､ 鹿追保育園11:30､ もみじの里15:00）

■「土井博嗣展」（町民ホール）〜 5/8

■培養土受渡し､ パンジー ･ ビオラ販売（役場南

側駐車場9:00）〜 28日■シルバー体操教室（ト

リムセンター 10:00）

■休日一時保育（子育て支援センター 9:00）

■鹿追町開町 91 年記念式典

■「北海道現代具象展第４回実行委員展」（神田

日勝記念美術館1F）〜 17日■「十勝の風景と静

物〜神田日勝小品と素描Ⅰ」展（神田日勝記念美

術館2F）〜 5/29

■ 24･30 カ月児相談 ･4 歳児フッ素塗布（トリム

センター 9:30）■鹿追保育園入園式（鹿追保育園

9:30）■通明保育所入所式（通明保育所10:30）

■瓜幕保育所進級式（瓜幕保育所11:30）

■笹川保育所入所式（笹川保育所10:00）■上幌

内保育所入所式（上幌内保育所11:00）

■入学式（瓜幕小学校9:00､ 通明小学校9:15､ 鹿

追中学校9:15､ 鹿追小学校10:30､ 笹川小学校

10:30､ 瓜幕中学校10:30､ 上幌内小学校11:00､

鹿追高校13:00）■移動図書館巡回（瓜幕保育所

10:00､ 笹川保育所10:55､ 上幌内保育所12:15､

瓜幕団地15:10､ 瓜幕支所15:30）■ 18 カ月児 ･3

歳児健診（トリムセンター 9:30）

■入園式（鹿追幼稚園10:00）

■おひざだいすき！（６カ月児対象）（トリムセ

ンター 9:30）■ 6･12 カ月児健診（トリムセンター

9:30）

■移動図書館巡回（通明小学校10:10､ 通明保育

所10:35､ 鹿追保育園11:30､ もみじの里15:00）

■はじめましての日（子育て支援センター 13:30）

■第１回地域公開参観日（瓜幕中学校13:05）

17（日）

18（月）

19（火）

20（水）

21（木）

22（金）

23（土）

24（日）

25（月）

26（火）

27（水）

28（木）

29（金）

30（土）

１（金）

２（土）

３（日）

４（月）

５（火）

６（水）

７（木）

８（金）

９（土）

10（日）

11（月）

12（火）

13（水）

14（木）

15（金）

16（土）

役場庁舎（☎ 66-2311）
●�戸籍住民窓口時間延長 …�水曜日�19：00まで

国保病院（☎ 66-2031）
●�小児科診療  …��水曜日�13：30 〜 16：00
●�夜 間 診 療  …��第1 〜 4木曜日�18：00 〜 21：00
●�脳神経内科診療 …�第２月曜日�14：00 〜 16：00
●�眼 科 診 療  …��第２・４木曜日�18：00 〜 21：00
●�循環器内科診療  …��第3土曜日�9：00 〜 12：00
●��救 急 診 療  …��毎日、いつでも対応します。事前にご連絡ください。
●�BCG予防接種  …��第２火曜日�15：00 〜 16：00
●�3種混合予防接種  …��水曜日�13：30 〜 15：00
●�MR（麻しん・風しん）混合予防接種  …��水曜日�13：30 〜 15：00
●�泌尿器内科診療  …��第１火曜日�13：30 〜 16：00

トリムセンター （☎ 66-1311）
●��トリムセンターでの健康相談  …��木曜日�8：30 〜 17：15（祝
日は休み）、上記以外は事前にご連絡ください。

●�エアロビクス教室  …��木曜日�19：10
●�ライトエアロビクス教室  …��火曜日�10：30
●��母子手帳・妊婦一般健康診査受診票発行  …��事前にご連絡く
ださい。

●�巡回型健康教室車両一般開放  …��第１木曜日�10：00 〜 16：00

図書館（☎ 69-7170）
●�開館時間延長  …��金曜日�19：00まで
●�おはなし会  …��第１・３水曜日�10：30
●�おはなしどんどん  …��第2・4土曜日�10：00・14：00
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４
月
に
な
る
と
風
は
暖
か
み

を
増
し
す
っ
か
り
春
気
分

で
す
が
、
然
別
湖
は
長
い
冬
が
終

わ
り
、
春
本
番
が
や
っ
て
来
る
の

を
し
ば
し
待
つ
期
間
で
す
。

　

厳
し
い
寒
さ
が
一
気
に
変
わ
る

は
ず
も
な
く
、
凍
り
つ
い
た
さ
ま

ざ
ま
な
物
が
ゆ
っ
く
り
と
溶
け
て

い
き
ま
す
。

　

麓
ふ
も
と
で
は
燦さ
ん
さ
ん々

と
春
の
日
差
し
が

降
り
注
ぎ
、
畑
か
ら
は
湯
気
が
立

ち
上
が
り
、
若
葉
が
広
が
り
（
花

粉
も
飛
び
ま
く
り
）、足
元
に
は
白
・

黄
・
紫
と
い
っ
た
可か

れ
ん隣

な
花
々
が

彩
り
を
加
え
ま
す
。

然
別
湖
が
そ
う
な
る
の
は
約

１
カ
月
後
の
こ
と
で
、
４

月
中
、
森
に
は
残
雪
が
た
っ
ぷ
り
、

湖
は
一
面
氷
で
覆
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

４
月
上
旬
、
一
見
湖
は
真
冬
と

変
わ
ら
な
い
景
色
。
厚
さ
70
～
80

㎝
に
な
っ
た
氷
は
そ
う
そ
う
溶
け

る
は
ず
も
な
く
、
ま
ず
は
氷
の
上

の
雪
が
徐
々
に
溶
け
て
い
き
ま
す
。

　

４
月
中
旬
に
な
る
と
氷
は
地
熱

で
岸
に
近
い
所
か
ら
溶
け
、
下
旬

に
は
一
面
だ
っ
た
氷
の
あ
ち
こ
ち

に
亀
裂
が
入
り
分
離
し
始
め
ま
す
。

　

４
月
終
わ
り
か
ら
５
月
頭
の
大

型
連
休
で
は
、
や
は
り
湖
の
大
半

が
氷
に
覆
わ
れ
て
、
カ
ヌ
ー
を
浮

か
べ
て
漕
ぎ
進
む
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。

　

こ
の
時
期
、
然
別
湖
・
糠
平
線

が
開
通
し
多
く
の
方
が
車
で
訪
れ

ま
す
が
、
い
ま
だ
湖
の
氷
に
驚
い

て
帰
る
方
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

５
月
上
旬
か
ら
一
気
に
氷
は

溶
け
始
め
ま
す
。
よ
う
や

く
春
の
風
が
山
を
越
え
湖
に
吹
き

込
む
と
、
湖
水
の
温
度
が
上
が
り

み
る
み
る
氷
の
姿
が
消
え
て
い
き

ま
す
。

　

氷
は
薄
く
薄
く
溶
け
て
い
く
の

で
は
な
く
、
砕
け
な
が
ら
バ
ラ
バ

ラ
に
な
り
な
が
ら
溶
け
て
い
き
ま

す
。
そ
の
時
見
ら
れ
る
の
が
「
キ

ャ
ン
ド
ル
ア
イ
ス
」
で
す
。

　

浮
か
ん
で
い
る
氷
が
20
㎝
ほ
ど

の
厚
さ
に
な
る
と
鉛
筆
ほ
ど
の
細

さ
で
縦
に
分
解
し
、
短
冊
状
の
氷

に
な
っ
た
の
が
「
キ
ャ
ン
ド
ル
ア

イ
ス
」。

　

こ
の
キ
ャ
ン
ド
ル
ア
イ
ス
が
波

に
揺
ら
れ
、
岸
に
打
ち
寄
せ
ら
れ
、

互
い
に
ぶ
つ
か
り
合
い
「
シ
ャ
ラ

シ
ャ
ラ
シ
ャ
ラ
…
」
と
澄
ん
だ
音

色
を
響
か
せ
ま
す
。
細
く
透
明
な

氷
が
奏
で
る
音
律
は
、
耳
の
奥
に

優
し
く
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

　

時
々
、
氷
た
ち
が
冬
の
終
わ
り

を
告
げ
る
た
め
、
最
後
の
別
れ
の

曲
を
歌
っ
て
い
る
か
、「
ま
た
来

年
！
」
と
手
を
振
っ
て
い
る
よ
う

に
も
見
え
ま
す
。

氷
の
溶
け
具
合
、
風
の
強
さ

や
向
き
に
よ
っ
て
キ
ャ
ン

ド
ル
ア
イ
ス
は
い
つ
ど
こ
で
見
ら

れ
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
ホ
テ
ル

前
の
２
の
湾
だ
っ
た
り
、
キ
ャ
ン

プ
場
の
あ
る
北
岸
だ
っ
た
り
と
、

ま
ち
ま
ち
で
は
あ
り
ま
す
が
、
春

な
ら
で
は
の
氷
の
演
奏
会
を
探
す

の
も
い
い
と
思
い
ま
す
よ
。

キ
ャ
ン
ド
ル
ア
イ
ス
が
波
に

合
わ
せ
て
「
シ
ャ
ラ
シ
ャ

ラ
シ
ャ
ラ
…
」
と
踊
り
出
し
た
ら
、

然
別
湖
の
春
本
番
の
合
図
で
す
。

そ
ん
な
合
図
を
待
っ
て
い
た
が
ご

と
く
、
湖
に
は
ミ
サ
ゴ
や
カ
ワ
ア

イ
サ
と
い
っ
た
鳥
た
ち
が
や
っ
て

来
ま
す
。

　

例
年
並
み
で
あ
れ
ば
５
月
中
旬

に
は
湖
の
氷
は
き
れ
い
さ
っ
ぱ
り

溶
け
る
で
し
ょ
う
。

キャンドルアイス

カワアイサ

春
始
ま
り
の
合
図

〜�

春
な
ら
で
は
の
氷
の
演
奏
会�

〜

　鹿追町図書館では、町民の方々はもちろんの

こと、十勝管内（広域）の方々にも多くご利用

をいただいています。

　まだ、利用者カードをお持ちでない方もすぐ

にお手続きできますので、お気軽に当館をご利

用ください。また、お探しの本や調べたいこと

がありましたら、お尋ねください。係が一緒に

お探しします。

開館時間：午前10時〜午後６時

　　　　　（毎週金曜日は午後７時まで開館）

休 館 日：�毎週月曜日、祝祭日、図書館整理日、

年末年始　
　　　　　　�※�月曜日が祝祭日と重なる場合は、翌日火曜

日も休館となります。
貸出冊数：無制限

貸出期間：�２週間（新刊雑誌は３日間、ビデオ・

ＤＶＤ・テープは１週間）
　　　　　　�※�うさぎマークの付いているビデオ・ＤＶＤ

のみ貸出可

「ウキウキ わくわく 土づくりからはじめよう！」

　そろそろ家庭菜園・庭園の準備が始まります。

家族の笑顔が浮かぶ野菜や花を育ててみませんか。

と　き：３月８日〜５月８日

ところ：�鹿追町図書館１階カウンター前

「モモ」

ミヒャエル・エンデ／作

　慌ただしく忙しい毎日。
実は時間泥棒に時を盗まれ
ているせいだとしたらどう
しますか？  楽しいことや愛
や夢を語らう大切なひとと
きもどんどん盗まれてしまう…。「モモ」という
不思議な女の子が活躍する、子どもから大人まで
楽しめるファンタジーです。　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　（伊藤明美さん）

「季節のことば手帖」

春日出版編集部／編

　この本は、春が近い
を表す「冬

ふゆもえ

萌」、まだ
冬の感じがする中、春の気配を表す「春浅し」な
ど、心で、肌で、感じる季節の言葉を集めていま
す。
　曖昧だけれどすてきな日本語で、その四季折々
を表現している一冊です。

▼
新
刊
案
内
▲

一 般 教 養 書

一 般 文 芸 書

文庫・ノベルス

絵本・児童書

私の好きな本

■ この他にも新刊を用意しています。ぜひご来館ください。

図書館員のオススメ

アメリカの陪審制度と日本の裁判員制度
　　　　　　　　　　　　　　　　／大蔵昌枝
図解！社会人としてこれだけは知っておきたい
通貨のカラクリ　　　　　　　　　／永野良佑
今日からはじめるもの忘れを防ぐ方法68　
　　　　　　　　　　　　　　　　／米山公啓
トイレットペーパーおりがみ
　　　　　　　　／東大折紙サークル「Orist」

子子家庭の身代金　　　　　　　　／赤川次郎
うからはらから　　　　　　　　／阿川佐和子
いとま申して　　　　　　　　　　／北村　薫
忘れられた花園　上・下　／ケイト・モートン

ジェームズ・ボンドの仕事の流儀
　　　　　　　（講談社+α新書）／田窪寿保
人が人を裁くということ（岩波新書）
　　　　　　　　　　　　　　　／小坂井敏晶
隠密八百八町（角川文庫）　　　　／金子成人
あの虹を見た日から（二見文庫）
　　　　　　　　　／アイリス・ジョハンセン

正しいパンツのたたみ方　　　　　／南野忠晴
だっこの木　　　　　　　　　　　／宮川ひろ
串かつやよしこさん　　　　　　／長谷川義史
ほんなんてだいきらい！
　　　　　　　　　／ジバーバラ・ボットナー

〜 図書館をぜひご利用ください♪ 〜

〜 展示本コーナーのお知らせ 〜
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善
意

　
　  

の
プ
レ
ゼ
ン
ト
（
敬
称
略
）

■
金
銭
預
託

▽
福
祉
団
体
等
へ

・
瓜
幕
公
民
館
分
館　
　
　

  

＝
５
千
円

■
物
品
等

▽
町
へ

・
鹿
追
町
商
工
会
女
性
部
（
鈴
木
朝
子

部
長
）　　
　
　
　
　
　
　
　

  

＝
絵
本

▽
福
祉
団
体
等
へ

・ 

役
場
福
祉
課  

＝
古
切
手
１
４
４
０
枚

今
月
の
表
紙

　

表
紙
の
写
真
は
、
３
月
12
日
に
町
民
ホ
ー

ル
で
行
わ
れ
た｢

平
成
22
年
度
鹿
追
町
ス
ポ
ー

ツ
賞
等
並
び
に
青
少
年
文
化
賞
等
表
彰
式｣

の
様
子
で
す
。

　

多
く
の
関
係
者
が
出
席
す
る
中
、
日
々
の

生
活
や
学
校
活
動
の
中
で
積
み
重
ね
て
き
た

努
力
に
対
し
て
、
一
人
一
人
に
表
彰
状
が
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。

町民課  戸籍年金窓口係

戸籍の　　　口

２ 月 分

結 いついつまでも
　　おしあわせに

北川　洋志さん　＝　星　　　愛さん　

三枝　茂樹さん　＝　鈴木　利枝さん

那賀島充人さん　＝　伊藤　彩乃さん

木幡　　篤さん　＝　小原あゆみさん

婚

出 こんにちは
　　よろしく

小森　莉
り あ ん

杏ちゃん　友貴　 北町区

正保　　力
りき

くん　　拓也　 南瓜幕東班

藤本　紗
さ わ

羽ちゃん　寛之　 第３区

平山　いくちゃん　圭一　 栄区

松田　航
こ う た

汰くん　　裕一　 上然別２班

生

死 ごめいふくを
　　お祈りします

名波　しげさん　 80歳　 南瓜幕西班

佐藤　新一さん　 85歳　 新生１区

文屋　裕行さん　 76歳　 青葉区

佐々木英夫さん　 87歳　 中央２区

亡

窓

人  の  う  ご  き
　　　　　　　　　　  ２月末現在
　　　　　　　　　　  （対前月比）

　世　帯　　2,414戸  （＋ 1）
　人　口　　5,640人  （− 7）
　　男　　　2,797人  （− 2）
　　女　　　2,843人  （− 5）

お名前が旧字体などの場合、常用漢字で記載させて
いただく場合がありますのでご了承ください。

エ
ッ
セ
イ

　
昨
年
８
月
、
私
た
ち
の
住
む
地
球
の
裏
側
チ
リ
の
鉱
山
で
、
大
規
模
な

落
盤
事
故
が
起
き
た
。
地
下
７
百
メ
ー
ト
ル
の
高
温
多
湿
の
極
限
の
状
況

下
で
33
人
の
作
業
員
が
、
69
日
振
り
に
生
還
を
果
た
し
た
と
い
う
。
テ
レ

ビ
か
ら
放
映
さ
れ
る
一
部
始
終
を
世
界
中
の
人
々
が
、
固
唾
を
飲
ん
で
見

守
っ
た
。

　
こ
の
時
私
も
、
感
銘
を
受
け
て
テ
レ
ビ
の
画
像
に
釘
づ
け
に
な
っ
て
い

た
。
と
い
う
の
も
、
私
自
身
が
元
来
待
ち
合
わ
せ
て
い
た
「
狭
所
恐
怖
症
」

か
ら
く
る
ス
ト
レ
ス
が
全
神
経
に
覆
い
被
さ
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
。

　
し
か
し
、
救
出
さ
れ
る
ま
で
の
69
日
間
も
の
長
い
間
、
全
員
が
信
頼
す

る
現
場
監
督
の
指
示
に
従
い
、
最
後
の
救
出
を
勝
ち
取
っ
た
こ
と
は
、
実

に
素
晴
ら
し
い
と
思
う
。

　
そ
れ
に
し
て
も
、
こ
ん
な
状
況
下
に
あ
っ
て
も
誰
も
が
、
我
先
と
は
言

わ
ず
、
自
分
の
救
出
は
最
後
で
良
い
と
譲
り
合
っ
た
と
い
う
か
ら
、
本
当

に
感
動
し
て
し
ま
っ
た
。

　
今
の
世
の
中
、
自
分
だ
け
が
優
先
と
い
う
風
潮
が
強
く
、
わ
が
身
の
安

全
と
利
益
を
考
え
る
行
為
が
多
い
よ
う
だ
が
、
あ
れ
だ
け
の
窮
地
・
極
限

の
中
に
あ
っ
て
も
、
お
互
い
を
思
い
や
り
助
け
合
う
作
業
員
た
ち
の
、
偉

大
な
行
動
と
生
き
る
知
恵
を
働
か
せ
て
耐
乏
を
乗
り
越
え
た
、
心
の
強
さ

を
感
じ
た
の
は
私
一
人
で
は
な
か
っ
た
と
思
う
。

　
も
ち
ろ
ん
突
貫
工
事
で
救
助
に
当
た
っ
た
関
係
者
の
懸
命
な
努
力
も

あ
っ
た
ろ
う
が
、
今
回
の
、
こ
の
一
連
の
出
来
事
は
、
世
界
中
の
人
々
に

大
き
な
教
訓
を
与
え
た
だ
ろ
う
。

　
今
、
私
た
ち
の
身
の
回
り
で
も
、
少
子
高
齢
化
の
社
会
構
造
が
大
き
な

課
題
と
な
っ
て
い
る
が
、
お
互
い
の
知
恵
と
力
を
出
し
合
い
、
助
け
合
う

心
が
あ
れ
ば
、
暗
い
ト
ン
ネ
ル
は
必
ず
通
り
抜
け
る
日
が
く
る
と
思
う
。

落
盤
事
故
の
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
町
二
丁
目
　
　
坂
本
　
龍
太
郎

玄
関
の
鍵
も
開
け
ず
に
日
は
沈
み

　
　
　
　
　
　
如
月
の
日
々
は
家
に
籠
り
て
　
　
　
　
　
　
早
川
モ
モ
子

暮
れ
か
ぬ
る
ぼ
ん
や
り
椅
子
に
も
た
れ
か
け

　
　
　
　
　
　
忍
ぶ
の
乱
れ
と
思
い
ま
が
う
や
　
　
　
　
　
尾
上
ひ
と
み

残
雪
も
少
な
く
な
り
て
春
近
し

　
　
　
　
　
　
草
木
も
芽
ぶ
く
弥
生
の
日
々
よ
　
　
　
　
　
西
垣
恵
美
子

外
は
冬
ハ
ウ
ス
の
中
で
苗
作
り

　
　
　
　
　
　
小
さ
な
種
に
願
い
を
こ
め
て
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
悦
子

短
歌
会
詠
草

か
ぎ
り
あ
る
命
生
か
さ
れ
節
分
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
渡
辺
　
鈴
子

電
話
も
て
二
月
礼
者
と
な
り
に
け
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
と
も
子

搾
乳
の
十
万
ト
ン
や
村
は
春
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
ま
さ
し
　

冴
返
る
道
を
踏
み
し
め
登
校
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
青
木
　
夏
美

四
季
の
会

校
庭
に
足
跡
残
し
卆
業
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
俣
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東日本大震災 義援金 の受付窓口
　東日本大震災被災者への義援金を下記のとおり受付します。

◎窓口に持参される場合
　・日本赤十字社鹿追分区（トリムセンター内　役場福祉課福祉町民相談係）
　・鹿追町共同募金委員会　（鹿追町社会福祉協議会内）

◎直接送金される場合
　下記の郵便振替口座�に振り込みください。（振込手数料免除）

※�振込票の控えが、領収書となります。

◎現金書留

■ 問い合わせ
　日本赤十字社北海道支部鹿追分区（福祉課福祉町民相談係）�����☎66-1311
　鹿追町共同募金委員会　　　　　（鹿追町社会福祉協議会内）☎69-7700

日本赤十字社鹿追分区・鹿追町共同募金委員会

口座番号：  ００１４０ ｰ ８ ｰ ５０７
口座名義：  日本赤十字社　東北関東大震災義援金
受付期間：  平成 23 年３月 12 日〜９月 30 日

口座番号：  ００１７０ ｰ ６ ｰ ５１８
口座名義：  中央共同募金会　東北関東大震災義援金
受付期間：  平成 23 年３月 14 日〜９月 30 日

〒 100-0013　東京都千代田区霞が関３丁目３番２号  新霞が関ビル５階
　社会福祉法人中央共同募金会
受付期間：  平成 23 年３月 14 日〜９月 30 日
※封筒に「救助用」と明記。受付期間中は手数料免除となります。
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TOWN  OF  SHIKAOI
〒081-0292
北海道河東郡鹿追町東町1丁目15番地1

　 0156-66-2311
　 0156-66-1020
　 webmaster@town.shikaoi.hokkaido.jp（代表）
　 yamabiko@town.shikaoi.hokkaido.jp （やまびこメール）
　 pr@town.shikaoi.hokkaido.jp （広報）
　 http://www.town.shikaoi.hokkaido.jp/ 
　 http://town.shikaoi.hokkaido.jp/i/
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鹿 追 町 役 場

文化の発展を祝い�鹿追愛吟会による「祝言」
３月６日　鹿追町文化連盟創立50周年記念式典

“心の和”がもたらすハーモニー
３月13日　そよ風コーラス創立40周年記念コンサート

ひたむきな努力と頑張りを表彰
３月12日　平成22年度スポーツ賞等並びに青少年文化賞等表彰式

気持ちを一つに�６年生にとって最後のコンサート�
３月19日　鹿追小学校スクールバンドミニコンサート

作戦と技術の勝負��慎重にストローク��
３月２日　第21回鹿追町老人クラブ連合会屋内ゲートボール大会


